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広報たけた

まちの話題／荻・竹田・直入ふるさと祭、一周年記念植樹、声楽コンクール
つれづれえっせい、TAO.コラム、まるごと博物館
保健だより、医師会病院から、介護保険だより
別冊「たけたん情報」／品目横断的経営安定対策、竹田市のこよみ2006年12月

12
2006

「竹田市の財政状況」
　　　　を公表します

「平成18年度
　竹田市功労者表彰」
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地方交付税
82億4,099万円

35.9％

諸収入
50億4,366万円

21.9％

諸収入
50億4,366万円

21.9％

市債
27億920万円
11.8％

県支出金
20億1,365万円

8.8％

市税
19億4,343万円

8.5％

国庫支出金
12億1,508万円

5.3％

地方譲与税
5億5,181万円

2.4％

分担金及び負担金
3億3,058万円

1.4％

地方消費税交付金
2億5,715万円

1.1％

使用料及び手数料
2億3,684万円

1.0％

繰入金
1億9,425万円

0.8％

その他
2億5,047万円

1.1％

歳入の構成
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平成17年度　竹田市決算状況
 一般会計の概要
　一般会計の平成 17 年度決算額は、歳入が 229 億 8,711 万円、歳出が 229 億
2,371 万円となりました（この平成 17年度決算には、前年度の市町合併に伴う打切
り決算による未収未払金が含まれています）。
　歳入合計から歳出合計を引いた形式収支は 6,340 万円で、形式収支から翌年度に
繰り越す財源4,645万円を控除した実質収支は1,695万円の黒字となりました。また、
平成 17年度の経常収支比率は 101.3％となっています。これは、市税や地方交付税
等の経常一般財源だけでは経常経費を賄えず、臨時的な一般財源（基金繰入金等）で、
この超過分を補てんしている状態を指しており、自由に使えるお金がなく財政構造が
硬直化している状況です。
※経常収支比率…人件費や扶助費、公債費等の毎年度必要とする固定的なものを経常
経費といい、この経費に市税や地方交付税等の経常一般財源（使途を限定されない財
源）がどの程度投入されたかを見る指標。この比率が低いほど余裕のある財政運営が
でき、普通建設事業等の投資的経費の割合が高まる。ちなみに、大分県内 14市の加
重平均の経常収支比率は、92.9％となっています。

 歳入について　　　　　229億8,711万円
　歳入の構成は、地方交付税が 35.9％と最も高く、次いで諸収入 21.9％、市債 11.8％、
県支出金 8.8％、市税 8.5％、国庫支出金 5.3％等となっています。竹田市が単独で
調達できる収入（市税や分担金負担金、財産収入、基金繰入金等）は 77億 8,430 万
円で、歳入全体の 33.9％（これを自主財源比率といいます）しかなく、地方交付税
や市債、国県支出金等の外的収入に依存する構造となっています。多くの地方自治体
がこうした歳入構成を示しており、これが 3割自治といわれる所

ゆえん

以です。

 歳出について　　　　　229億2,371万円
　歳出の目的別決算は、平成 16 年度が市町合併に伴う平成 17 年 3月 31 日での打
切り決算だったために歳入歳出収支差額が赤字になり、そのために金融機関から一時
的に借入れていた資金の返済に充てる経費に 39億 5,000 万円を要したこと等から、
諸支出金の歳出決算額全体に占める割合が一番高く 17.2％となりました。続いて総
務費、民生費、公債費が高い割合となっています。性質別の歳出構成では、義務的経
費（歳出のうち容易に削減することが困難な経費で人件費、扶助費、公債費の総額を
指します）が 39.9％と全体の 4割程度を占め、公共施設整備の指標となる投資的経
費（普通建設事業費や災害復旧事業費）が 15.6％となっています。
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諸支出金
39億5,037万円

17.2％

総務費
36億7,280万円

16.0％

総務費
36億7,280万円

16.0％

民生費
34億8,276万円

15.2％公債費
28億9,513万円

12.6％

農林水産業費
23億4,601万円

10.2％

農林水産業費
23億4,601万円

10.2％

教育費
18億7,959万円

8.2％

教育費
18億7,959万円

8.2％

土木費
11億1,586万円

4.9％

衛生費
9億8,874万円

4.3％

消防費
7億8,108万円

3.4％ 商工費
2億7,412万円

1.2％

議会費
2億208万円
0.9％

労働費
963万円
0.1％

目的別歳出 性質別歳出

補助費等
54億9,199万円

24.0％

人件費
48億5,099万円

21.2％

人件費
48億5,099万円

21.2％
公債費

28億9,319万円
12.6％

普通建設事業費
23億312万円
10.0％

普通建設事業費
23億312万円
10.0％

物件費
20億88万円
8.7％

物件費
20億88万円
8.7％

扶助費
14億99万円
6.1％

繰出金
13億9,245万円

6.1％

災害復旧事業費
12億8,902万円

5.6％

積立金
12億882万円
5.3％

維持補修費
9,026万円
0.4％

投資及び
出資・貸付金
200万円
0.0％

災害復旧費
13億2,554万円

5.8％

災害復旧費
13億2,554万円

5.8％

市民1人当たりに換算した目的別歳出額
（平成18年3月末現在の人口：27,479人）

　　　労働費　350円

　　　議会費　　　7,354円

　　　商工費　　　　9,976円

　　　消防費　　　　　　　　　28,425円

　　　衛生費　　　　　　　　　　　35,982円

　　　土木費　　　　　　　　　　　　　40,608円

　災害復旧費　　　　　　　　　　　　　　　48,238円

　　　教育費　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　68,401円

農林水産業費　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　85,375円

　　　公債費　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　105,357円

　　　民生費　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　126,743円

　　　総務費　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　133,658円

　　諸支出金　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　143,760円

　　　労働費　350円

　　　議会費　　　7,354円

　　　商工費　　　　9,976円

　　　消防費　　　　　　　　　28,425円

　　　衛生費　　　　　　　　　　　35,982円

　　　土木費　　　　　　　　　　　　　40,608円

　災害復旧費　　　　　　　　　　　　　　　48,238円

　　　教育費　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　68,401円

農林水産業費　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　85,375円

　　　公債費　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　105,357円

　　　民生費　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　126,743円

　　　総務費　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　133,658円

　　諸支出金　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　143,760円

　竹田市の歳出決算額229億2,371万円を、平

成18年度3月末現在の人口で割ると、市民1

人当たり834,227円の支出になります。

市民1人当たりに換算した歳出額計
834,227円

0円 20,000円 40,000円 60,000円 80,000円 100,000円 120,000円 140,000円 160,000円

市税の負担状況

市民1人当たりの市税負担状況

市税の負担状況
市町村たばこ税
1億5,491万円

都市計画税
2,488万円

入湯税
2,372万円

軽自動車税
6,742万円

0％ 20％ 40％ 60％ 80％ 100％

固定資産税
9億5,155万円

市民税
7億2,095万円

市民税
7億2,095万円

市民税
7億2,095万円

市民1人当たりの市税負担状況
市町村たばこ税
5,637円

都市計画税
906円

入湯税
863円

軽自動車税
2,454円

0％ 20％ 40％ 60％ 80％ 100％

固定資産税
34,628円

市民税
26,238円
市民税

26,238円

　歳入決算額のうち、市税の決算額は
19億 4,343 万円で歳入全体の約 8.5％を
占めています。
　そのうち固定資産税と市民税で市税全
体の約 86％を占めています。
　市税はわたしたちの暮らしを支える貴
重な財源です。納期限内の納付に、ご協
力をお願いします。

　市税の決算額 19 億 4,343 万円を、平
成 18年 3月末現在の竹田市人口 27,479
人で割ると、市民 1人当たり約 70,724
円の市税を負担していることになりま
す。
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 市税における目的税の使途
　地方自治体の重要な収入源である市町村税は、普通税と目的税の 2つに大別されます。普通税は、法
によって定められた市町村民税、固定資産税、軽自動車税等で、納税義務が生じる住民の所得や所有す
る資産等の状況によって、それぞれの税を納めていただきます。
　また、目的税は、特定の財政需要（公共事業）を賄うために課する税で、都市計画税や入湯税がこれ
に当たります。こうした目的税が、平成17年度において、どのような事業に使われたかをお知らせします。
都市計画税
　都市計画税は、地方税法第 702 条により、市町村が都市計画事業または土地区画整理事業に要する費
用に充てるため、これらの事業によって利益を受ける都市計画区域内の土地及び家屋の所有者に対して
課する税となっています。これは、都市計画事業を行うことで、都市計画区域内の住民がその利便利益を
被り、土地及び家屋について一般的にその価値の向上につながると考えられることによるものです。こ
のため、都市計画税は固定資産税とともに賦課徴収するものとされ、都市計画区域のある竹田地域の一
部のみにある目的税です。
　平成 17年度都市計画税徴収額は 2,453 万円で、これを竹田玉来線街路事業負担金（事業費：1,785 万
円）、総合運動公園整備事業（事業費：5,780 万円）、街並み環境整備事業（事業費：7,140 万円）等に充
てています。
入湯税
　入湯税は、地方税法 701 条により鉱泉浴場、いわゆる温泉施設の所在する市町村が入湯客に課する目
的税で、これは温泉施設を利用する地元住民のみならず、当該地域を訪れる他市町村の入湯客（観光客）
に多くを納めていただく税となります。言い換えますと、竹田市の観光が大きく向上するほどに伸びる
税であり、また、観光振興は併せて地域経済の活性化に波及するものであることから、入湯税の増減は
地域経済の動向を見る上から、一つの貴重なバロメーターにもなります。
　徴収方法は温泉施設を営業する経営者（これを特別徴収義務者といいます）が代理で入湯税を徴収し、
そしてこれを市町村に納める方法が用いられています。また、入湯税の使途は法により環境衛生施設、
鉱泉源の保護管理施設、消防施設等の整備、並びに観光振興に要する経費に充てることとなっています。
平成 17年度入湯税徴収額及び充当事業は次表のとおりです。

入湯税徴収額 入　湯　税　充　当　事　業 事　業　費

2,372 万円
観光施設の整備（観光案内板整備等） 198 万円
観光振興（観光宣伝費・地域振興イベント等） 2,790 万円

 各特別会計の決算
　特別会計とは、市町村が特定の事業を行う場合、その歳入歳出を一般会計と分けて経理するための会
計です。竹田市では、11の特別会計を設置しています。

特　別　会　計　名 歳　入　額 歳　出　額 差　　　引
国民健康保険特別会計 36億 2,759 万円 36億 1,494 万円 1,265 万円
老人保健特別会計 58億 5,848 万円 58億 5,512 万円 336 万円
簡易水道事業特別会計 2億 6,385 万円 2億 6,347 万円 39万円
介護保険特別会計 29億 4,859 万円 28億 8,265 万円 6,593 万円
農業集落排水事業特別会計 1億 3,063 万円 1億 3,048 万円 14万円
浄化槽整備推進事業特別会計 2億 5,719 万円 2億 5,640 万円 77万円
国民宿舎久住高原荘事業特別会計 4億 4,578 万円 4億    275 万円 4,302 万円
国民宿舎直入荘事業特別会計 9,757 万円 8,843 万円 913 万円
同和対策事業特別会計 551 万円 2,677 万円 -2,126 万円
畜産開発事業特別会計 1,731 万円 1,731 万円 0円
長湯観光温泉施設等特別会計 7,376 万円 6,938 万円 438 万円

※同和対策事業特別会計の赤字額は、翌年度歳入繰上充用金（翌年度歳入の借入）で補てんします。
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 基金の現在高
　竹田市では、安定的な財政運営を行うために、特定の目的別に基金を設置しています。平成 17年度末
の基金現在高は以下のとおりです。

会計区分 基金区分 基金額（平成 17年度末） 摘　　　　　　　　要

一般会計

財政調整基金 21億 6,065 万円 年度間の財政の不均衡を調整するための基金
減債基金 6億 9,686 万円 地方債の償還を計画的に行うための基金
その他の特定目的基金 34億 4,499 万円 公共施設整備基金など 19種
定額基金 4億 5,830 万円 土地開発基金など 4種

特別会計 特定目的基金 3億 8,373 万円 簡易水道基金など 8種
合　　　　計 71億 4,453 万円

 地方債（市の借金）の現在高
　地方債は、臨時的突発的に多額の出費を余儀なく
される災害復旧等に要する経費や、将来公共サービ
ス（道路・学校等の公共施設等）を利用する住民に
も費用を負担してもらうことが公平である場合等、
地方公共団体がその施策を進めるうえで必要となる
借入金です。借入金の返済については、毎年予算に
計上し分割して返済しています。平成 17年度末ま
での地方債借入現在高（公営企業会計及び収益事業
会計等を除く普通会計分）は左の表のとおりです。
　今年度より、地方債の許可制度が協議制度に移行
しました。このため、従来の公債費比率や起債制限
比率に代わり、実質公債費比率という新しい比率で
起債制限等を行うようになりました。この実質公債
費比率が 18％を超えると地方債の発行に関して県
の許可が必要となりますが、大分県内 18市町村に
該当団体はありませんでした。
　また、こうした地方債は主に政府資金（財務省財
政融資資金や郵政公社簡保資金・郵貯資金）が活用
されています。財政融資資金は財投債の発行によっ
て市場から調達され、簡保資金・郵貯資金は簡易生
命保険や郵便貯金の積立金が運用されています。

借　入　先 借入現在高
財政融資資金 113 億　　17万円
郵政公社資金 60億 6,491 万円
公営企業金融公庫 12億 5,040 万円
市中銀行（JA含む） 35億 3,467 万円
共済等 6億 1,535 万円
大分県振興資金等 4億 3,817 万円

合　　　計 232 億　367 万円
市民１人あたりの地方債現在高 84万円

実質公債費比率（%） 14.6%

歳出総額に占める公債費の
割合（%） 12.6%

 市有財産の現在高
財産の種類 財産現在高

◇土　地
　　　　　　うち山林
　　　　　うちその他
◇建　物
◇立　木
◇車　両

35,368,394 ㎡
13,415,320 ㎡
20,132,668 ㎡
225,808 ㎡
303,734 ㎥

235 台

 主な事業
  自然と共生した住みやすい里づくり
合併処理浄化槽整備　　　　　　   1 億 5,656 万円
歴史的街なみ景観整備　　   　　　　　7,433 万円
市道新設改良（8路線）　　　　　　3億   196 万円
防火水槽設置（11か所）　　　　　　　4,091 万円
  やすらぎと安心に満ちた支えあうくらしづくり
旧宮砥小学校改修　　　　　　　　　　3,356万円
放課後児童クラブ建設　　　　　　　　3,655万円
乳幼児医療費助成　　　　　　　　　　2,502万円
小児科診療確保支援　　　　　　　　　1,500万円
重度心身障害者医療費助成　　　　1億 1,930 万円
  公民協働によるふれあう地域づくり
荻総合庁舎施設整備　　　　　　　　　　936 万円
自治会運営費　　　　　　　　　　　　2,761万円

  歴史と文化を守り未来を担う人づくり
南部小学校体育館・グランド整備　2億 8,184 万円
南部幼稚園建設　　　　　　　　　1億　811 万円
総合運動公園整備　　　　　　　　　　5,547 万円
荻小学校グランド整備　　　　　　　　6,740 万円
  自然の恵みを活かし結び合うまちづくり
園芸（花き・野菜・果樹）の振興　　　6,292 万円
中山間地域直接支払推進事業　　　4億 9,770 万円
肉用牛地域活性化事業　　　　　　　　4,273 万円
森林整備地域活動支援推進事業　　　　6,342 万円
椎茸生産の振興　　　　　　　　　　　　983万円
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 平成17年度　竹田市水道事業会計決算状況
収益的収入及び支出

収　入　額 支　出　額 差　　　引
2 億　160 万円 1億 6,718 万円 3,442 万円

　収益的収入及び支出は、水道事業の経営活動に伴い発生する収益と、それに対応する費用の収支をいい、
収入の主なものは水道料金で、支出は水道水を供給するために要した費用です。なお、収入・支出額は
消費税を含めない数値です。

資本的収入及び支出
収　入　額 支　出　額 差　　　引

518 万円 8,978 万円 -8,460 万円

　資本的収入及び支出は、水道事業の将来の経営活動に備えて行う建設改良等に要する収支をいい、収
入の主なものは工事負担金で、支出は建設改良費や企業債の償還金などです。
　なお、不足額については、消費税及び地方消費税資本的収支調整額（331 万円）、過年度分損益勘定留
保資金（5,065 万円）、当年度分損益勘定留保資金（745 万円）、減債積立金（1,319 万円）、建設改良積
立金（1,000 万円）で補てんしました。

企業債残高
財務省財務局 3億 3,100 万円
公営企業金融公庫 5,189 万円

計 3億 8,289 万円

固定資産の現在高
有形固定資産 14億 1,034 万円
無形固定資産 8万円

業務量
事　　　項 平成 17年度 対前年度比

年度末給水人口 7,974 人 84 人減
年度末給水戸数 3,482 戸 32 戸減
給水栓数 3,713 栓 40 栓減
年間配水量 1,418,187 ㎥ 13,409 ㎥減
１日平均配水量 3,885 ㎥ 37 ㎥減

１戸あたりの月額水道料金　4,664 円（消費税抜き）

 まとめ
　国の平成17年度予算は、「平成17年度予算編成の基本方針」（平
成 16年 12 月 3日閣議決定）において、「2010 年代初頭の基礎
的財政収支（プライマリーバランス）の黒字化」を念頭に置き、「改
革断行予算」の継続を基本路線とする方針を示し、地方財政計画
のなお一層の歳出削減を確認する等、地方にとっては大変厳しい
ものとなりました。中でも国の施策として行財政改革が強く押し
進められ、地方税の減収や三位一体改革による地方交付税の縮減
など厳しい財政運営にある中で、大幅な歳出削減を迫られました。
　今回、平成 17 年度の財政事情をお知らせしましたが、平成
18年度においても、厳しい財政状況にある中で、①財政の健全化、
②強い基幹産業づくり、③安心・安全・教育・文化のまちづくり、
④社会資本の整備、を新しいまちづくりの 4本柱として掲げ、夢
の持てる政策の実現に向け努力しているところです。
　多くの課題を乗り越え発足した「新」竹田市が大きな発展を遂
げるためには、市民の皆様と行政が一体となり、揺るぎない行財
政基盤を構築し、「強い竹田市」づくりを進めていかなければな
りません。竹田市の行財政運営について、今後とも市民の皆様の
ご理解、ご協力をお願いいたします。
●お問い合せ　総務企画部財政課財政係
　☎ 63-1111（内線 231・232）・63-4802（直通）

牧市長、ふるさとの道づくり
連絡協議会会長就任

　11 月 30 日に東京都で開催された
「ふるさとの道づくり連絡協議会」全
国大会において、牧市長が会長に任
命されました（任期２年）。
　この連絡協議会は、道路が不備な
ため、進学と共に親元を離れなけれ
ばならない子どもたちや、救急医療
が間に合わず助かるはずの命を失う
高齢者が残されている全国の奥地や
山間地域等に、観光振興や地場産業
等の地域発展のために道路の整備促
進を図ることを目的とし、平成 16
年４月に設立されました。
　平成 18 年 10 月１日現在、15 の
県と 63自治体が加入しています。
　竹田市でも、まちづくりの大きな
柱となる道路の整備について、全国
的な情報交換と働きかけが期待され
ます。
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功
績
を
た
た
え
て

　

平
成
18
年
度
竹
田
市
功
労
者
表
彰

　

竹
田
市
で
は
、
竹
田
市
政
に
功
労

の
あ
っ
た
市
民
を
表
彰
す
る
竹
田
市

功
労
者
表
彰
式
を
、
11
月
３
日
に
竹

田
市
総
合
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
催

し
、
28
個
人
、
２
団
体
の
方
の
表
彰

を
行
い
ま
し
た
。

　

表
彰
さ
れ
た
皆
様
の
功
績
を
た
た

え
る
と
と
も
に
、
ま
す
ま
す
の
ご
活

躍
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

 【
市
長
表
彰
・
個
人
】

□
地
方
自
治

大
塚
廣
さ
ん

　

11
年
の
永
き
に
わ
た
り
市
議
会
議

員
を
務
め
地
方
自
治
の
発
展
に
尽
く

さ
れ
た
。

大
塚
哲
之
さ
ん

　

11
年
の
永
き
に
わ
た
り
市
議
会
議

員
を
務
め
地
方
自
治
の
発
展
に
尽
く

さ
れ
た
。

児
玉
誠
三
さ
ん

　

11
年
の
永
き
に
わ
た
り
市
議
会
議

員
を
務
め
、
特
に
平
成
17
年
５
月
か

ら
は
議
長
と
し
て
議
会
の
円
滑
な
運

営
と
地
方
自
治
の
発
展
に
尽
く
さ
れ

た
。

吉
川
晴
惠
さ
ん

　

18
年
の
永
き
に
わ
た
り
固
定
資
産

評
価
審
査
委
員
会
委
員
を
務
め
、
う

ち
15
年
間
は
委
員
長
と
し
て
委
員
会

の
円
滑
な
運
営
に
尽
く
さ
れ
た
。

柳
瀬
喜
久
男
さ
ん

　

15
年
の
永
き
に
わ
た
り
自
治
会
長

と
し
て
自
治
会
の
円
滑
な
運
営
と
市

政
の
発
展
に
尽
く
さ
れ
た
。

田
代
耕
一
郎
さ
ん

　

14
年
の
永
き
に
わ
た
り
自
治
会
長

と
し
て
自
治
会
の
円
滑
な
運
営
と
市

政
の
発
展
に
尽
く
さ
れ
た
。

竹
内
實
さ
ん

　

13
年
の
永
き
に
わ
た
り
自
治
会
長

と
し
て
自
治
会
の
円
滑
な
運
営
と
市

政
の
発
展
に
尽
く
さ
れ
た
。

仲
村
睦
雄
さ
ん

　

12
年
の
永
き
に
わ
た
り
自
治
会
長

と
し
て
自
治
会
の
円
滑
な
運
営
と
市

政
の
発
展
に
尽
く
さ
れ
た
。

吉
弘
央
さ
ん

　

11
年
の
永
き
に
わ
た
り
自
治
会
長

を
務
め
ら
れ
る
と
と
も
に
旧
竹
田
市

及
び
新
竹
田
市
の
連
合
会
長
と
し
て

会
の
円
滑
な
運
営
と
市
政
の
発
展
に

尽
く
さ
れ
た
。

長
松
敏
幸
さ
ん

　

11
年
の
永
き
に
わ
た
り
自
治
会
長

と
し
て
自
治
会
の
円
滑
な
運
営
と
市

政
の
発
展
に
尽
く
さ
れ
た
。

深
田
清
一
さ
ん

　

11
年
の
永
き
に
わ
た
り
自
治
会
長

と
し
て
自
治
会
の
円
滑
な
運
営
と
市

政
の
発
展
に
尽
く
さ
れ
た
。

高
橋
幸
夫
さ
ん

　

10
年
の
永
き
に
わ
た
り
自
治
会
長

と
し
て
自
治
会
の
円
滑
な
運
営
と
市

政
の
発
展
に
尽
く
さ
れ
た
。

小
池
洋
次
さ
ん

　

10
年
の
永
き
に
わ
た
り
自
治
会
長

と
し
て
自
治
会
の
円
滑
な
運
営
と
市

政
の
発
展
に
尽
く
さ
れ
た
。

村
上
勢
治
郎
さ
ん

　

10
年
の
永
き
に
わ
た
り
自
治
会
長

と
し
て
自
治
会
の
円
滑
な
運
営
と
市

政
の
発
展
に
尽
く
さ
れ
た
。

秋
岡
親
友
さ
ん

　

10
年
の
永
き
に
わ
た
り
行
政
相
談

員
と
し
て
市
政
の
推
進
に
寄
与
さ
れ

た
。

渡
辺
善
照
さ
ん

　

10
年
の
永
き
に
わ
た
り
行
政
相
談

員
と
し
て
市
政
の
推
進
に
寄
与
さ
れ

た
。

田
部
伊
雄
さ
ん

　

16
年
の
永
き
に
わ
た
り
竹
田
市
有

林
の
看
守
人
と
し
て
市
有
林
の
育
成

保
全
に
寄
与
さ
れ
た
。

□
社
会
民
生

佐
藤
榮
伸
さ
ん

　

永
き
に
わ
た
り
国
保
運
営
協
議
会

委
員
と
し
て
国
民
健
康
保
険
事
業
の

健
全
な
運
営
に
寄
与
さ
れ
た
。

古
田
好
史
さ
ん

　

12
年
の
永
き
に
わ
た
り
民
生
・
児

童
委
員
を
務
め
地
域
福
祉
の
向
上
に

尽
く
さ
れ
た
。

衞
藤
安
子
さ
ん

　

11
年
の
永
き
に
わ
た
り
民
生
・
児

童
委
員
を
務
め
地
域
福
祉
の
向
上
に

尽
く
さ
れ
た
。

佐
藤
靖
迪
さ
ん

　

10
年
の
永
き
に
わ
た
り
民
生
・
児

童
委
員
を
務
め
地
域
福
祉
の
向
上
に

尽
く
さ
れ
た
。

清
原
蓉
子
さ
ん

　

15
年
の
永
き
に
わ
た
り
母
子
保
健

推
進
員
を
務
め
母
子
保
健
の
向
上
に

寄
与
さ
れ
た
。

佐
藤
美
紀
さ
ん

　

10
年
の
永
き
に
わ
た
り
母
子
保
健

推
進
員
を
務
め
母
子
保
健
の
向
上
に

寄
与
さ
れ
た
。

永
田
笑
子
さ
ん

　

14
年
の
永
き
に
わ
た
り
保
健
推
進

員
を
務
め
地
域
の
健
康
づ
く
り
向
上

に
寄
与
さ
れ
た
。

□
産　
　

業

秦
カ
ツ
子
さ
ん

　

13
年
の
永
き
に
わ
た
り
直
入
町
商

工
会
女
性
部
長
を
務
め
、
女
性
部
の

円
滑
な
運
営
と
商
工
業
の
振
興
に
寄

与
さ
れ
た
。

児
玉
正
己
さ
ん

　

第
67
回
大
分
県
畜
産
共
進
会
に

出
品
さ
れ
た
「
よ
し
え
」
号
が
農
林

水
産
大
臣
賞
を
受
賞
。
竹
田
産
豊
後

牛
の
名
声
を
高
め
る
と
と
も
に
、
畜

産
振
興
に
寄
与
さ
れ
た
。

甲
斐
善
之
さ
ん

　

第
67
回
大
分
県
畜
産
共
進
会
に

出
品
さ
れ
た
「
み
さ
き
」
号
が
九
州

農
政
局
長
賞
を
受
賞
。
竹
田
産
豊
後

牛
の
名
声
を
高
め
る
と
と
も
に
、
畜

産
振
興
に
寄
与
さ
れ
た
。

□
寄　
　

附

大
嶋
英
子
さ
ん

　

ふ
る
さ
と
竹
田
市
へ
自
作
の
日

本
画
「
朝
市
に
吹
く
風
」
を
寄
贈
さ

れ
、本
市
の
活
性
化
に
寄
与
さ
れ
た
。

 【
市
長
表
彰
・
団
体
】

□
納　
　

税

鴫
田
自
治
会

　

昭
和
30
年
に
納
税
組
合
を
設
立

以
来
納
税
意
欲
の
高
揚
を
図
り
、
納

期
内
完
納
に
努
め
、
税
務
行
政
の
発

展
に
寄
与
さ
れ
た
。

 【
教
育
委
員
会
表
彰
・
団
体
】

□
寄　
　

附

ま
つ
い
会
（
会
長
志
賀
克
洋
さ
ん
）

　

竹
田
市
立
図
書
館
が
地
域
力
の

源
と
な
る
こ
と
を
願
い
平
成
17
年

に
「
地
域
文
化
賞
」
と
し
て
多
額
の

寄
附
を
さ
れ
、
本
市
の
文
化
振
興
に

寄
与
さ
れ
た
。

↑受賞者の皆様の集合写真です。
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ぼくたち・わたしたちの学び舎

竹　田
小学校

竹　田
高　校

 

歴
史
を
積
み
重
ね
て
…

　
校
門
の
そ
ば
に
、
毎
日
子
ど

も
た
ち
の
登
校
を
出
迎
え
、
下

校
を
見
送
る
石
碑
が
あ
り
ま
す
。

○
す
す
ん
で
勉
強
す
る
子

○
明
る
く
元
気
な
子

○
み
ん
な
と
仲
よ
く
す
る
子

　
永
い
間
、
竹
田
小
の
子
ど
も

達
が
目
標
と
し
て
き
た
も
の
で

す
。
本
校
の
伝
統
行
事
の
一
つ

に
、今
年
で
43
回
を
数
え
た
『
瀧

祭
』
が
あ
り
ま
す
。
本
校
の
卒

業
生
で
あ
る
瀧
廉
太
郎
を
偲
び
、

彼
の
命
日
に
催
す
校
内
音
楽
祭

で
す
。
各
学
年
が
合
唱
曲
と
合

奏
曲
を
演
奏
し
、
最
後
に
全
校

で
「
荒
城
の
月
」
を
歌
い
ま
す
。

今
年
は
、
コ
ー
ラ
ス
グ
ル
ー
プ

「
メ
リ
ー
ズ
」
と
「
奏
リ
コ
ー
ダ

ー
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
」
が
友
情
出

演
し
て
く
れ
、
１
０
０
人
を
越

す
保
護
者
と
地
域
の
人
が
聴
き

に
来
て
く
れ
ま
し
た
。

　
子
ど
も
た
ち
は
、
今
年
も
ま

た
新
た
な
歴
史
の
１
ペ
ー
ジ
を

積
み
重
ね
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

         

　
　
　
　   （
赤
嶺
俊
治
）

 

生
徒
一
人
一
人
が
、
文
武
両
道
を
目
指
す
！

　「
爽
や
か

　あ
い
さ
つ

　
竹
田
」

を
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
に
、
全

校
生
徒
一
人
一
人
が
文
武
両
道

を
目
指
し
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

　
毎
年
90
％
以
上
の
生
徒
が
進

学
し
て
い
ま
す
。
本
年
３
月
の

卒
業
生
は
一
橋
、
早
稲
田
を
は

じ
め
多
く
の
国
公
私
立
大
、
短

大
、
医
療
系
専
門
学
校
等
に
進

学
し
ま
し
た
。
ま
た
、
就
職
や

公
務
員
希
望
の
対
応
も
き
ち
ん

と
し
て
い
ま
す
。

　
部
活
動
の
加
入
率
も
90
％
近

く
、山
岳
部（
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
３

位
）、陸
上
部（
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
、

九
州
高
校
駅
伝
出
場
）、書
道
部
・

吟
詠
同
好
会（
全
国
総
合
文
化

祭
出
場
）、
民
俗
部（
来
年
度
全

国
総
合
文
化
祭
出
場
）、弓
道
部
、

剣
道
部
等
が
活
躍
。
ま
た
、地
域

の
清
掃
活
動
や
祭
り
、竹
楽
の
後

片
付
け
に
も
参
加
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
他
に
も
、
臥
牛
祭
、
ス

ト
ー
ム
、
強
歩
大
会
等
、
特
徴

を
あ
げ
れ
ば
枚
挙
の
い
と
ま
が

あ
り
ま
せ
ん
。   

　（
工
藤
豊
文
）

↑挨拶をする広瀬県知事

県境を越えて、なかなかな話し合い
　
竹
田
市
、
豊
後
大
野
市
、
熊
本

県
阿
蘇
市
が
、
県
境
を
越
え
た
一

体
的
な
ブ
ラ
ン
ド
づ
く
り
に
向
け

て
論
議
を
交
わ
す
「
九
州
な
か
な

か
地
域
ブ
ラ
ン
ド
交
流
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
」
が
、
11
月
17
日
と
18
日
に

開
催
さ
れ
、
九
州
の
中
央
に
地
域

ブ
ラ
ン
ド
を
育
て
て
中
九
州
経
済

圏
を
創
出
す
る
た
め
に
、
豊
か
な

地
域
資
源
を
活
か
し
て
一
体
的
な

取
り
組
み
を
行
う
こ
と
等
が
話
し

合
わ
れ
ま
し
た
。

バ市訪問団、来竹

　
11
月
16
日
か
ら
22
日
に
か
け

て
、
ド
イ
ツ
の
姉
妹
都
市
バ
ー
ト

ク
ロ
ツ
ィ
ン
ゲ
ン
市
か
ら
、
メ
ロ

ー
ト
市
長
を
は
じ
め
20
人
の
方
が

竹
田
市
を
訪
れ
、
竹
楽
や
竹
田
の

風
習
を
体
験
し
ま
し
た
。
市
庁

舎
を
訪
問
し
た
メ
ロ
ー
ト
市
長
は

「
子
や
孫
の
代
ま
で
続
く
交
流
を

願
い
ま
す
」
と
挨
拶
し
ま
し
た
。

　
竹
田
市
の
特
産
品
サ
フ
ラ
ン
を

Ｐ
Ｒ
し
よ
う
と
、
サ
フ
ラ
ン
生
産

出
荷
組
合
（
渡
部
親
雄
組
合
長
）

と
竹
田
研
究
所
が
サ
フ
ラ
ン
料
理

を
楽
し
む
会
を
11
月
８
日
に
催
し

ま
し
た
。
約
40
人
が
参
加
し
て
、

鮮
や
か
に
黄
色
い
パ
エ
リ
ア
料
理

に
挑
戦
し
、
サ
フ
ラ
ン
の
め
し
べ

摘
み
も
体
験
し
ま
し
た
。
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⑮

　
豊
岡
（
竹
田
市
）
出
身
の

阿
南
哲
朗
は
、
子
ど
も
が
大

好
き
な
童
話
作
家
で
し
た
。

明
治
40（
１
９
０
７
）年
に
小

倉
に
転
居
し
て
か
ら
は
到
津

遊
園
初
代
園
長
や
林
間
学
園

学
園
長
等
を
務
め
ま
し
た
。

　
子
ど
も
に
語
り
か
け
る
よ

う
な
童
話
を
書
い
て
い
ま

す
が
、
な
か
で
も
動
物
園
で

あ
っ
た
本
当
の
話
を
書
い
た

絵
本
「
よ
る
の
動
物
園
」
は

多
く
の
子
ど
も
た
ち
に
読

ま
れ
、
増
刷
を
重
ね
て
七
版

に
及
び
ま
し
た
。
子
ど
も
に

淡
々
と
真
実
の
話
を
す
れ

ば
、
き
っ
と
感
動
を
与
え
る

こ
と
が
で
き
る
と
信
じ
て
行

動
し
て
い
た
の
で
す
。

　
野
口
雨
情
に
私
淑
し
て

「
小
倉
祇
園
囃
子
」
を
は
じ

夢を生かした童話作家　阿南哲朗
め
、
民
謡
・
童
謡
・
校
歌
等

の
作
詞
も
手
が
け
ま
し
た
。

ま
た
、
日
本
の
ア
ン
デ
ル
セ

ン
と
呼
ば
れ
た
久
留
島
武
彦

と
の
交
友
は
深
く
、
玖
珠
の

三
島
公
園
の
童
話
碑
は
、
阿

南
哲
朗
の
提
案
に
よ
っ
て
建

て
ら
れ
た
も
の
で
す
。

　
松
本
清
張
と
も
親
し
く
、

清
張
の
デ
ビ
ュ
ー
作
「
或
る

小
倉
日
記
伝
」
の
登
場
人
物

の
モ
デ
ル
に
も
な
り
ま
し
た
。

　
清
張
が
小
説
家
と
し
て
出

世
す
る
原
点
に
阿
南
哲
朗
が

い
た
、
と
い
う
秘
話
も
伝
え

ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た

交
遊
が
機
縁
と
な
り
、
久
留

島
武
彦
・
野
口
雨
情
・
松
本
清

張
の
３
人
は
竹
田
を
訪
れ
、

講
演
を
し
た
り
当
地
域
を
題

材
と
し
た
文
学
作
品
を
残
し

て
い
ま
す
。
　（
本
田
耕
一
）

「苦境を乗り越えた先に見える光」

第15回

T
た お

AO.
どっと

コ
こ ら む

ラム

 

ワ
ン
セ
グ

　
携
帯
電
話
・
移
動
体
端
末
向
け

の
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
サ
ー
ビ
ス

を
「
ワ
ン
セ
グ
」
と
呼
び
ま
す
。

　
日
本
の
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送

は
、
６
メ
ガ
ヘ
ル
ツ
の
帯
域
を
13

の
セ
グ
メ
ン
ト
（
分
割
さ
れ
た
部

分
）
に
分
け
て
放
送
さ
れ
ま
す
。

そ
の
う
ち
１
つ
の
セ
グ
メ
ン
ト
を

携
帯
電
話
・
移
動
体
端
末
向
け
に

使
用
し
て
い
る
こ
と
か
ら
「
ワ
ン

セ
グ
」
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

　
画
像
の
解
像
度
が
比
較
的
小
さ

い
た
め
大
画
面
で
の
視
聴
に
は
向

き
ま
せ
ん
が
、
移
動
中
も
き
れ
い

な
画
像
で
視
聴
で
き
ま
す
。

　
携
帯
電
話
の
ほ
か
、
カ
ー
ナ
ビ
、

パ
ソ
コ
ン
等
多
く
の
受
信
機
が
登

場
す
る
と
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
竹
田
市
で
の
視
聴
は
、
他
の
地

上
デ
ジ
タ
ル
放
送
サ
ー
ビ
ス
と
同

じ
平
成
20
（
２
０
０
８
）
年
以
降

の
開
始
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

つれづれ
　   えっせい

↑童話作家 阿南哲朗氏

↑絵本「よるの動物園」

　
今
年
か
ら
海
外
ツ
ア
ー
に
参
加

し
て
い
る
新
人
の
僕
も
、
こ
こ
イ

タ
リ
ア
で
５
か
国
目
。
行
く
先
々

で
満
員
の
観
客
の
喝
采
を
見
て
き

た
。
イ
タ
リ
ア
で
も
当
然
…
と
い

う
気
持
ち
は
否
定
で
き
な
い
。

　
現
実
に
は
、
シ
ョ
ッ
ク
を
受

け
た
。
約
２
、０
０
０
席
の
客
席

の
10
分
の
１
程
度
と
い
う
集
客
の

日
々
。
海
外
で
初
め
て
の
苦
境
に

立
ち
、
自
分
た
ち
が
い
つ
の
間
に

か
抱
い
て
い
た
慢
心
を
恥
じ
た
。

　〝
こ
の
ま
ま
で
は
い
け
な
い
…
〞
湧

き
上
が
っ
た
危
機
感
が
、
初
心
を

取
り
戻
そ
う
と
必
死
の
Ｔ
Ａ
Ｏ

の
魂
に
火
を
つ
け
た
。
ス
ト
リ

ー
ト
ラ
イ
ヴ
の
敢
行
、
徹
底
し

た
音
楽
性
の
追
及
。
Ｔ
Ａ
Ｏ
が

培
っ
て
き
た
経
験
と
実
行
力
で

イ
タ
リ
ア
の
厚
い
扉
を
叩
き
続

け
、
そ
の
効
果
は
５
０
０
人
、

８
０
０
人
と
増
え
て
い
く
来
客

数
に
現
れ
て
き
た
。

　
最
終
日
の
ミ
ラ
ノ
公
演
。
待

っ
て
い
た
の
は
歓
喜
に
沸
く

１
、０
０
０
人
の
観
客
に
よ
る
ス

タ
ン
デ
ィ
ン
グ
オ
ー
ベ
ー
シ
ョ
ン

だ
っ
た
。
そ
れ
で
も
、
僕
ら
は
決

し
て
満
足
し
て
い
な
い
。
今
回

の
経
験
は
、
今
後
更
な
る
高
み

へ
挑
む
で
あ
ろ
う
Ｔ
Ａ
Ｏ
に
と
っ

て
重
要
な
礎
と
な
る
に
違
い
な

い
。（
Ｔ
Ａ
Ｏ
メ
ン
バ
ー
佐
藤
和
哉
）
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↑荻保育所の防火パレードも行われ、たくさんの人の笑顔を誘いました（荻）

↑練習を重ねた白熊の白槍（直入）

地域振興目指し、ふれあいの場を
　

地
域
振
興
と
、
農
業
等
の
生
産

者
と
消
費
者
の
交
流
を
目
指
し
た

イ
ベ
ン
ト
が
、
荻
、
竹
田
、
直
入

地
域
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

10
月
28
日
に
荻
中
央
公
民
館
周

辺
で
開
催
さ
れ
た
第
27
回
荻
ふ
る

さ
と
祭
り
で
は
、
特
産
の
ト
マ
ト

を
押
し
出
し
た
ト
マ
ト
天
国
IN
お

ぎ
が
初
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

11
月
11
日
に
は
西
古
町
、
東
古

町
、
下
本
町
で
第
19
回
町
と
村
を

結
ぶ
奥
豊
後
ふ
れ
あ
い
祭
「
食
フ

ェ
ス
タ
」、
翌
12
日
に
は
直
入
総

合
支
所
前
イ
ベ
ン
ト
広
場
で
第
30

回
直
入
地
域
ふ
る
さ
と
振
興
祭
が

開
催
さ
れ
、
ト
マ
ト
、
サ
フ
ラ
ン
、

飲
泉
と
い
っ
た
特
色
あ
る
食
が
Ｐ

Ｒ
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

↑特設舞台では様々な演目が披露されました（竹田）

↑トマト料理コンテストも開催（荻）

行楽シーズン前に清掃作業

　

10
月
７
日
に
、
九
州
電
力
グ
ル

ー
プ
と
市
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆

さ
ん
が
中
心
に
な
っ
て
、
岡
城
跡

大
手
門
周
辺
の
石
垣
等
の
高
所
の

清
掃
作
業
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
11
月
３
日
に
は
九
電
工

と
荻
町
史
談
会
の
皆
さ
ん
が
中
心

に
な
っ
て
、
岩
戸
橋
周
辺
の
草
刈

作
業
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

あなたの知らない岡城跡
　

岡
城
跡
の
歴
史
と
魅
力
を
よ
り

知
っ
て
ほ
し
い
と
、
文
化
財
課
職

員
が
岡
城
跡
を
案
内
す
る
「
お
も

城
サ
イ
ト
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
」
が
11

月
９
日
に
始
ま
り
ま
し
た
。
行
程

は
約
２
時
間
で
、
第
１
回
の
参
加

者
か
ら
は
「
勉
強
に
な
っ
た
」
と

好
意
的
な
声
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
こ
の
事
業
は
平
成
19
年
３
月

ま
で
、
毎
週
第
２
、
第
４
金
曜
日

に
行
い
ま
す
。
詳
し
く
は
文
化
財

課
ま
で
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

雨音に、竹灯籠の灯が揺れる

　

11
月
17
日
か
ら
19
日
に
か
け

て
、
第
７
回
竹
楽
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
各
所
で
音
楽
の
催
し
や
展

示
が
行
わ
れ
、
訪
れ
た
人
の
目
を

楽
し
ま
せ
て
い
ま
し
た
。

　

18
日
、
19
日
は
あ
い
に
く
の
雨

で
し
た
が
、
竹
灯
籠
に
テ
ー
プ
を

貼
る
等
、
ス
タ
ッ
フ
の
方
は
開
催

に
力
を
尽
く
し
て
い
ま
し
た
。
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まちの話題

竹田市発足1周年記念植樹
　

竹
田
市
は
、
竹
田
市
発
足
１
周

年
を
記
念
し
た
記
念
植
樹
を
、
11

月
５
日
に
稲
葉
川
や
す
ら
ぎ
公
園

（
山
手
）
で
開
催
し
ま
し
た
。
や

す
ら
ぎ
公
園
に
は
市
長
を
は
じ
め

来
賓
、
山
手
自
治
会
の
関
係
者
が

集
ま
り
、
市
の
木
も
み
じ
（
イ
ロ

ハ
モ
ミ
ジ
）
や
オ
カ
メ
ザ
サ
等
を

植
樹
し
ま
し
た
。

　

こ
の
他
、
各
総
合
支
所
、
竹
田

市
歴
史
資
料
館
等
に
も
同
日
、
も

み
じ
や
竹
を
植
樹
し
ま
し
た
。

↑ 1位になった紀野洋孝さんと野崎葵さん（伴奏）

↑世界を感じる佐藤美枝子
　さんの歌声

　

第
60
回
瀧
廉
太
郎
記
念
全
日
本

高
等
学
校
声
楽
コ
ン
ク
ー
ル
が
、

10
月
28
日
か
ら
29
日
に
か
け
て
竹

田
市
文
化
会
館
で
開
催
さ
れ
、
全

国
か
ら
集
ま
っ
た
30
組
の
中
か

ら
、
紀
野
洋
孝
さ
ん
（
大
分
県
立

芸
術
緑
丘
高
等
学
校
３
年
）
が
、

１
位
の
栄
冠
に
輝
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
27
日
に
は
世
界
的
な
オ

ペ
ラ
歌
手
佐
藤
美
枝
子
さ
ん
の
ソ

プ
ラ
ノ
リ
サ
イ
タ
ル
が
開
催
さ
れ
、

多
く
の
人
が
魅
了
さ
れ
ま
し
た
。

第
60
回

全
日
本
高
等
学
校

声
楽
コ
ン
ク
ー
ル

開
催
！

農業振興に力尽くして

　

竹
田
市
農
業
委
員
会
（
志
賀
一

幸
会
長
・
37
人
）
は
、
11
月
８
日
、

牧
市
長
に
平
成
19
年
度
の
農
業
施

策
に
関
す
る
７
項
目
の
建
議
を
手

渡
し
ま
し
た
。
こ
の
建
議
は
、
年

に
１
回
、
農
業
者
や
集
落
の
声
を

農
業
者
の
公
的
代
表
組
織
と
し
て

竹
田
市
の
農
業
振
興
の
た
め
に
行

わ
れ
て
い
ま
す
。

衛藤達見さん、総務大臣表彰

　

公
務
員
の
勤
務
条
件
や
処
分
を

審
査
し
、
措
置
を
講
ず
る
公
平
委

員
会
の
制
度
55
周
年
記
念
大
会
に

お
い
て
、
衛
藤
達
見
さ
ん
が
総
務

大
臣
表
彰
を
受
賞
し
ま
し
た
。
衛

藤
さ
ん
は
、
平
成
４
年
３
月
か
ら

平
成
17
年
３
月
ま
で
の
13
年
１
月

の
間
、
公
平
委
員
と
し
て
務
め
ら

れ
ま
し
た
。

愛育の活動、各地で
　

11
月
10
日
、
直
入
愛
育
会
が
10

周
年
記
念
大
会
を
直
入
中
央
公
民

館
で
開
催
し
ま
し
た
。
約
２
０
０

人
が
集
ま
り
、
ク
ー
ニ
ャ
ン
（
ミ

ニ
チ
ン
ゲ
ン
菜
）
コ
ン
テ
ス
ト
や

活
動
発
表
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
同
日
、
竹
田
地
域
宮
砥
地

区
で
も
「
声
か
け
、
目
を
か
け
、

思
い
や
り
の
心
で
支
え
あ
う
、
明

る
く
元
気
な
住
み
よ
い
宮
砥
」
を

ス
ロ
ー
ガ
ン
に
愛
育
班
が
結
成
さ

れ
ま
し
た
。

大分県畜産共進会、ダブル受賞の快挙達成

　10 月 22日に別府公園で開催さ
れた第 67回大分県畜産共進会（肉
用牛の部）において、児玉正己さ
んが 2区に出品した「よしえ号」
がグランドチャンピオン・農林水産
大臣賞（右写真）を、甲斐善之さ
んが４区に出品した「みさき号」が
九州農政局長賞（左写真）を受賞
するという快挙を成し遂げました。
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保健だより
竹 田 市 健 康 増 進 課　☎63-4810
荻総合支所市民生活課　☎68-2214
久住総合支所市民生活課　☎76-1419
直入総合支所市民生活課　☎75-2211

　
イ
ス
か
ら
立
ち
上
が
る
時
等

に
、
お
も
わ
ず
「
ど
っ
こ
い
し
ょ
」

と
い
う
言
葉
が
口
か
ら
出
た
経
験

は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

　
そ
れ
は
生

活
の
中
の
何
気
な
い
動
作
に
さ

え
、
体
が
追
い
つ
い
て
い
な
い
証

拠
で
す
。

　
竹
田
市
で
は
、
ど
っ
こ
い
し
ょ

と
言
わ
ず
に
無
理
な
く
動
作
が
で

き
る
体
づ
く
り
、
つ
ま
り
介
護
状

態
に
な
ら
な
い
体
づ
く
り
を
目
指

し
て
「
脱
・
ど
っ
こ
い
し
ょ
宣
言
」

と
題
し
、
運
動
の
推
進
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

　
運
動
と
い
っ
て
も
ス
ポ
ー
ツ
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
健
康
を
維
持
す

る
た
め
の
生
活
体
操
で
す
。

　
そ
し
て
、
推
進
役
を
育
成
す
る

た
め
に
「
こ
こ
ろ
と
か
ら
だ
の
ア

ク
テ
ィ
ブ
ト
レ
ー
ナ
ー
養
成
講

座
」
を
開
講
し
、
介
護
予
防
事
業

の
仕
組
み
や
お
茶
の
間
筋
力
ト
レ

ー
ニ
ン
グ
法
、
ト
レ
ー
ナ
ー
と
し

て
の
心
得
な
ど
を
学
習
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。 

　
講
座
の
最
後
に
は
、
実
技
試
験

と
筆
記
試
験
を
実
施
。
受
講
生
は

「
学
校
を
卒
業
し
て
か
ら
何
十
年

ぶ
り
に
試
験
を
受
け
た
わ
〜
」
と

大
変
だ
っ
た
よ
う
で
す
が
、
ハ
ー

ド
ル
が
高
い
分
、
乗
り
越
え
た
時

は
自
信
と
誇
り
に
変
わ
っ
た
よ
う

で
す
。

　
そ
し
て
、
こ
の
秋
、
第
１
期
生

が
み
ご
と
に
誕
生
し
ま
し
た
。
総

勢
35
名
の
皆
さ
ん
か
ら
は
「
ま
ず

は
自
分
が
健
康
で
要
介
護
者
に
な

ら
な
い
よ
う
に
、
そ
し
て
家
族
に

習
っ
た
体
操
を
伝
え
た
い
で
す
」

「
地
域
で
元
気
な
高
齢
者
を
支
え

る
た
め
に
お
茶
筋
（
お
茶
の
間
筋

力
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
法
）
を
普
及
し

た
い
で
す
」
等
、
た
の
も
し
い
言

葉
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

　
現
在
ト
レ
ー
ナ
ー
の
皆
さ
ん
は

各
地
域
の
い
き
が
い
地
区
サ
ロ
ン

や
介
護
予
防
教
室
に
出
向
き
、
参

加
者
に
楽
し
く
体
操
を
指
導
し
て

い
ま
す
。

「
人
に
伝
え
る
っ
て
難
し
い
〜
。

で
も
こ
ん
な
体
操
な
ら
続
け
ら
れ

そ
う
っ
て
言
わ
れ
て
う
れ
し
か
っ

た
で
す
」
と
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

↑ボールを使ったトレーニング

↑第 1期生の皆さん

↑トレーナーのお仕事中

～糖尿病予防講演会のお知らせ～
　40才以上の日本国民の 5人に 1人が「予備軍」といわれている糖尿病…竹田市でも増加傾向にある糖尿
病を予防すべく、下記のとおり講演会を開催します。ぜひ参加ください。
日時及び場所　久住地域　12月   7 日㈭　14:00 ～ 15:30　久住保健センター
　　　　　　　荻地域　　12月 14日㈭　14:00 ～ 15:30　荻福祉健康エリア
　　　　　　　竹田地域　  1 月 25 日㈭　14:00 ～ 15:30　竹田総合社会福祉センター
内容　講演「今日からはじめる　糖尿病予防」　講師　大分医科大学付属病院　第1内科　千葉先生
※健康増進課及び各総合支所市民課で地域ごとに申し込みを受け付けています。
　詳しい内容は各課までお問い合わせください。

↑養成講座最後の筆記試験
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現
代
で
は
、
一
日
三
食
を
食

べ
る
の
は
当
た
り
前
の
こ
と
で

す
。
し
か
し
、
さ
か
の
ぼ
っ
て

み
る
と
日
本
で
は
奈
良
時
代
以

前
は
一
日
一
食
だ
っ
た
よ
う
で

す
。
獲
物
が
捕
れ
ず
に
何
日
も

食
事
が
で
き
な
い
と
き
も
あ
っ

た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
こ
の
よ

う
な
飢
餓
環
境
の
下
で
血
糖
値

が
下
が
っ
て
し
ま
い
、
昏
睡
に

陥
っ
て
意
識
が
な
く
な
り
、
餓

死
の
危
険
に
直
面
す
る
こ
と
も

あ
っ
た
の
で
し
ょ
う
。

　

そ
れ
を
乗
り
き
る
た
め
に

我
々
は
血
糖
値
を
上
昇
さ
せ
る

ホ
ル
モ
ン
や
カ
テ
コ
ラ
ミ
ン
を

た
く
さ
ん
持
っ
て
い
ま
す
。
膵

臓
か
ら
出
る
グ
ル
カ
ゴ
ン
、
副

腎
の
ホ
ル
モ
ン
、
成
長
ホ
ル
モ

ン
な
ど
が
糖
新
生
、
つ
ま
り
血

糖
を
上
昇
さ
せ
る
働
き
を
持
っ

て
い
ま
す
。

　

一
方
で
血
糖
を
下
げ
る
ホ
ル

モ
ン
は
イ
ン
ス
リ
ン
だ
け
で

す
。
長
い
間
、
日
本
の
ご
先
祖

様
は
飢
餓
に
さ
ら
さ
れ
て
い
て

血
糖
を
下
げ
る
必
要
性
が
あ
ま

り
な
か
っ
た
た
め
、
西
洋
人
に

比
べ
イ
ン
ス
リ
ン
分
泌
能
（
耐

糖
能
）が
低
く
な
っ
た
の
で
す
。

　

少
な
い
食
料
を
無
駄
な
く
吸

収
す
る
た
め
に
腸
管
の
長
さ
も

西
洋
人
の
１
・
５
倍
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
節
約
遺
伝
子
と
い
う
も

の
が
複
数
見
つ
か
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
遺
伝
子
を
持
っ
て
い
る
人

は
余
分
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
効
率

よ
く
脂
肪
と
し
て
蓄
え
る
こ
と

が
で
き
、
栄
養
の
吸
収
が
良
く

て
代
謝
が
低
く
、
車
で
言
う
と

燃
費
の
良
い
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
カ

ー
の
よ
う
に
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費

が
少
な
く
て
す
む
の
で
す
。

　

我
々
は
西
洋
人
よ
り
も
飢
餓

に
対
し
て
進
化
し
て
い
る
と
言

え
る
の
で
す
が
、
進
化
で
手
に

入
れ
た
才
能
が
、
現
代
の
飽
食

の
時
代
に
は
逆
に
「
日
本
人
は

糖
尿
病
に
な
り
や
す
い
」
と
い

う
ジ
レ
ン
マ
も
生
み
ま
し
た
。

　

よ
り
進
化
し
低
燃
費
で
あ
る

日
本
人
の
体
に
と
っ
て
、
西
洋

食
や
フ
ァ
ー
ス
ト
フ
ー
ド
の
よ

う
な
高
カ
ロ
リ
ー
の
も
の
は
必

要
な
い
、
あ
る
い
は
危
険
で
あ

る
と
い
う
こ
と
を
十
分
に
頭
に

お
い
て
、
年
末
年
始
を
お
過
ご

し
く
だ
さ
い
。 

（
竹
田
医
師
会
病
院
副
院
長

  　

整
形
外
科　

大
多
和　

聡
）

節
約
遺
伝
子　
竹
田
医
師
会
病
院
か
ら
〈
21
〉

　

今
月
は
、
今
年
度
か
ら
総
合
健

診
に
お
い
て
65
歳
以
上
の
人
を
対

象
に
実
施
し
た
介
護
予
防
健
診
の

結
果
に
つ
い
て
お
伝
え
し
ま
す
。

 

１
．
受
診
状
況

　

総
合
健
診
で
の
介
護
予
防
健
診

受
診
者
は
３
、２
１
０
人
で
し
た
。

平
成
18
年
４
月
現
在
の
65
歳
以
上

の
高
齢
者
人
口
は
１
０
、２
４
６

人
で
す
の
で
、
受
診
率
は
31
・
３

％
と
な
り
ま
す
。

 

２
．介
護
予
防
の
取
り
組
み

　

が
必
要
な
人
の
状
況

　

筋
力
の
低
下
が
あ
る
と
さ
れ
た

人
が
44
人
（
１
・
37
％
）、
栄
養

が
不
足
し
て
い
る
状
態
の
人
が
27

人
（
０
・
85
％
）、
口
腔
の
働
き

に
問
題
が
あ
る
と
さ
れ
た
人
が
31

人
（
０
・
97
％
）、
そ
の
他
、
全

般
的
に
生
活
機
能
が
低
下
し
て
い

る
と
さ
れ
た
人
が
21
人
（
０
・
66

％
）
で
し
た
。

　

こ
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る

「
特
定
高
齢
者
候
補
者
」
１
１
２

人
（
３
・
49
％
）
の
中
で
、
介
護

保
険
サ
ー
ビ
ス
を
す
で
に
利
用
し

て
い
る
人
は
34
人
で
し
た
。

　

そ
の
他
の
78
人
の
う
ち
「
特
定

高
齢
者
」
と
認
定
さ
れ
た
73
人
に

対
し
て
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ

ー
の
保
健
師
が
訪
問
し
、
介
護
予

防
に
資
す
る
教
室
を
勧
め
る
等
、

そ
れ
ぞ
れ
の
状
況
に
応
じ
た
介
護

予
防
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

 

３
．介
護
予
防
が
必
要
に
な
る

　

可
能
性
が
高
い
人
の
状
況

　

介
護
予
防
が
必
要
に
な
る
可

能
性
が
高
い
、閉
じ
こ
も
り
の
人

（
２
７
１
人
、
８
・
45
％
）、
認

知
症
予
防
の
支
援
が
必
要
な
人

（
４
１
１
人
、
12
・
８
％
）、
う
つ

予
防
の
支
援
が
必
要
な
人（
４
３
２

人
、
13
・
５
％
）
が
多
く
い
る
こ

と
が
、
今
回
の
介
護
予
防
健
診
で

明
ら
か
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

健
診
を
受
診
し
て
い
な
い
高
齢

者
の
中
で
は
、
こ
れ
ら
に
該
当
す

る
人
が
さ
ら
に
多
く
存
在
す
る
こ

と
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

 
４
．介
護
予
防
の
取
り
組
み

　

の
課
題

　

以
下
の
よ
う
な
課
題
が
明
ら
か

に
な
り
ま
し
た
。

①
未
受
診
者
対
策
と
し
て
、
特
定

　

高
齢
者
候
補
者
に
該
当
す
る
人

　

を
早
期
に
発
見
す
る
た
め
の
地

　

域
の
見
守
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の

　

構
築
が
必
要
で
あ
る
こ
と

②
特
定
高
齢
者
予
備
群
と
も
い
え

　

る
、
閉
じ
こ
も
り
、
認
知
症
、

　

う
つ
予
防
の
支
援
が
必
要
な
人

　

が
、
身
近
で
集
う
こ
と
が
で
き

　

る
場
を
、
地
域
に
お
け
る
介
護

　

予
防
の
拠
点
と
し
て
広
げ
て
い

　

く
必
要
が
あ
る
こ
と
。

 

５
．し
ゃ
ん
し
ゃ
ん
し
た

　

元
気
高
齢
者
が
多
く
住
む

　

ま
ち
を
目
指
し
て

　

今
後
、
こ
れ
ら
の
課
題
を
ふ
ま

え
て
、
健
康
増
進
課
・
生
涯
学
習

課
、
福
祉
事
務
所
、
地
域
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
等
の
関
係
機
関
、
及

び
、
各
種
地
区
組
織
、
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
等
と
連
携
を
と
り
、
協
働
で

介
護
予
防
事
業
を
推
進
し
て
い
く

こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

●
お
問
い
合
せ

　

保
険
課
介
護
保
険
係

　

☎
63‒

１
１
１
１

　
（
内
線
１
３
２
）
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みんなの
　　ひろば

　

平
成
19
年
１
月
に

１
歳
の
誕
生
日
を
迎
え
る

お
子
さ
ん
の
写
真
を
募
集

し
ま
す
！

平成17年12月生まれ

 

竹
田
市
商
店
街
連
合
会

 

廃
食
油
回
収
事
業
ス
タ
ー
ト
！

　

竹
田
市
商
店
街
連
合
会
（
板
井

良
助
会
長
）
で
は
、
稲
葉
川
を
き

れ
い
に
す
る
環
境
保
全
と
ま
ち
お

こ
し
を
目
指
し
て
、
廃
食
油
回
収

事
業
を
始
め
ま
し
た
。

　

回
収
日
の
毎
週
金
曜
日
に
廃
食

油
を
連
合
会
事
務
所
（
清
和
館
）

へ
持
ち
込
む
と
、
１
㍑
に
つ
き
商

店
街
で
使
用
で
き
る
ポ
イ
ン
ト
５

点
が
も
ら
え
ま
す
。

　

回
収
さ
れ
た
廃
食
油
は
熊
本
県

内
の
業
者
が
Ｂ
Ｄ
Ｆ
（
バ
イ
オ
デ

ィ
ー
ゼ
ル
燃
料
）に
精
製
し
、市
内

の
事
業
者
が
使
用
し
て
い
ま
す
。

　

11
月
10
日
に
行
わ
れ
た
出
発
式

で
は
、
精
製
装
置
等
の
展
示
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

連
合
会
で
は
、
市
民
の
皆
さ
ん

の
ご
協
力
を
お
待
ち
し
て
い
ま

す
。

●
お
問
い
合
せ

　

竹
田
市
商
店
街
連
合
会

　

☎
62‒

３
１
３
９

↑ BDF 精製機が展示された出発式

↑ナベヅルが 2羽（倉野さん撮影）

 

豊
の
国
木
造
建
築
賞

　

大
分
県
等
が
良
質
な
木
造
住
宅

等
の
木
造
建
築
を
表
彰
す
る
平
成

18
年
第
21
回
豊
の
国
木
造
建
築
賞

の
最
優
秀
賞
と
優
秀
賞
に
、
市
内

の
建
設
会
社
川
野
組
（
川
野
和
男

社
長
）
が
施
工
し
た
市
内
の
柚
須

医
院
と
小
池
住
宅
が
選
ば
れ
、
11

月
６
日
に
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。

 
荻
西
部
地
区
農
免
農
道
の

 

通
行
開
始
に
つ
い
て

　

荻
西
部
農
免
農
道
最
後
の
工
事

区
間
『
矢
所
大
橋
』
が
完
成
し
、

10
月
10
日
か
ら
通
行
が
可
能
に
な

り
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
竹
田
市
荻
町
叶

野
・
桑
木
間
が
短
縮
さ
れ
便
利
に

な
り
ま
し
た
。

（
大
分
県
豊
肥
振
興
局
・
大
野
川

上
流
開
発
事
業
事
務
所
）

 

荻
に
ナ
ベ
ヅ
ル
？
や
っ
て
き
た

　

11
月
10
日
、
荻
町
宮
平
自
治
会

の
倉
野
武
臣
さ
ん
宅
前
の
田
ん
ぼ

で
ツ
ル
が
撮
影
さ
れ
ま
し
た
。

　

模
様
か
ら
、鹿
児
島
県
出
水
（
い

ず
み
）
市
に
飛
来
す
る
ナ
ベ
ヅ
ル

で
は
な
い
か
と
の
こ
と
で
す
。

　

ナ
ベ
ヅ
ル
は
、
シ
ベ
リ
ア
の
ア

ム
ー
ル
川
周
辺
か
ら
朝
鮮
半
島
を

経
由
し
て
、
越
冬
の
た
め
に
渡
り

を
行
い
ま
す
。
そ
の
途
中
、
荻
で

休
息
し
た
の
で
し
ょ
う
。
30
分
ほ

ど
で
飛
び
立
っ
て
い
き
ま
し
た
。



図書館
から

12月の
お知らせ

誕
生
お
め
で
と
う

月
生
ま
れ

（
親
・
自
治
会
）
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竹田市立図書館
　TEL・FAX 63-1048
荻図書室（荻みらい館内）
　TEL 68-2200 ・FAX 68-2057
久住図書室
　TEL 76-0717・FAX 76-0724
直入図書室
　TEL 75-2240・FAX 75-2231

〔一般の本〕
恋愛写真　もうひとつの物語　　　　　市川　拓司
玉村豊男の絵魚紀行～来た、描いた、食べた。～　玉村　豊男
還らざる道　　　　　　　　　　　　　内田　康夫
異常気象売ります（上・下）　シドニィ・シェルダン
おうちで旭山動物園　　　　　　　　　今津　秀那
恋愛（上・下）　　　　　　　　　　　　　　　美嘉
チョッちゃんは、もうじき 100 歳　　　黒柳　　朝
宮尾登美子の世界　　　　　　　　　朝日新聞社編
〔子どもの本〕
ぼくはアイドル？　　　　　　　　　　風野　　潮
だいじょうぶだいじょうぶ（大型版）　いとう　ひろし
プラネット・キッドで待ってて　　ジェイン・レズリー・コンリー
いっぽんばしわたる　　　　　　　　　五味　太郎
マーシャとくま　　　　　　　　　　　E．ラチェフ
　　　　　　　　　　　ほか、150 冊購入しました。

　　

　

竹田市立図書館の休館日
は、4 日㈪・11 日㈪・18
日㈪・22日㈮・23日㈯・
25 日㈪・29 ～ 31 日です。

　「おはなしルーム」
日時　12月 6日㈬
　　　13：20～ 14：00
場所　竹田幼稚園

　「おはなし広場」
日時　12月 20日㈬
　　　10：30～
場所　荻みらい館

「司書おすすめの1冊」
「宇宙授業」
　　　　　　　　　　　　　　中川人司

　話題の宇宙授業がつ
いに本になりました。
とてもわかりやすく書
かれた気楽に読める一
冊です。あなたも宇宙
博士になれるかもし
れませんよ！

「ベエが戦争に行った日」
　　　　　　　　　　　　　野々下留美
　本当にあった、佐
伯市在住のコンビに
よるお話です。絵を
描かれた川島文絵さ
んの講演が 12 月 23
日に行われます。ぜ
ひおいでください。

「川島文絵講演会とクリスマス・キャロル」
日時　12月 23日㈯　13:00 ～　場所　竹田市総合社会福祉センター

工
業
統
計
調
査
に
ご
協
力
を
！

　
経
済
産
業
省
で
は
、
工
業
統
計

調
査
を
平
成
18
年
12
月
31
日
現
在

で
実
施
し
ま
す
。

　
工
業
統
計
調
査
は
、
製
造
業
を

営
む
事
業
所
を
対
象
と
し
て
、
そ

の
活
動
実
態
を
明
ら
か
に
す
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
調
査
し
ま
す
。

　
調
査
結
果
は
、
国
や
地
方
公
共

団
体
の
行
政
施
策
の
重
要
な
基
礎

資
料
と
し
て
利
用
さ
れ
る
と
と
も

に
、
企
業
、
大
学
等
で
の
研
究
資

料
、
小
・
中
・
高
等
学
校
の
教
材
等
、

広
く
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
皆
様
か
ら
提
出
し
て
い
た
だ
く

調
査
票
に
つ
い
て
は
、
統
計
法
に

基
づ
き
調
査
内
容
の
秘
密
は
厳
守

さ
れ
ま
す
の
で
、
正
確
な
ご
記
入

を
お
願
い
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
大
分
県
・
竹
田
市
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■
編
集
/
総
務
企
画
部
企
画
情
報
課
ま
ち
づ
く
り
・
情
報
化
推
進
係
　
〒
878-8555 　

大
分
県
竹
田
市
大
字
会
々
1650 　

■
印
刷
/
㈲
朝
日
印
刷

こ
の
広
報
紙
は
100 ％

の
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

広
報
た
け
た

編

集

後

記

竹田市の人口
( 平成 18 年 10 月 31 日現在 )

　　　　　　　　　　 ( 前 月 比 )
人　口　27,248 人　　( － 46 人 )
　男性　12,744 人　 ( － 25 人 )
　女性　14,504 人　 ( － 21 人 )
世帯数　10,742世帯 (－14世帯)

住民基本台帳登録人数

郷土の植物

第21回

　
日
当
た
り
の
い
い
山
地
の
乾

燥
し
た
場
所
に
生
育
す
る
高
さ

１
㍍
ほ
ど
の
落
葉
低
木
で
す
。

茎
は
紫
黒
色
で
全
体
に
短
毛
が

あ
り
ま
す
。
ふ
ち
に
浅
い
鋸き

ょ

歯し

の
あ
る
卵
形
の
葉
は
３
脈
が
あ

り
、
大
き
い
も
の
で
長
さ
４
㌢
、

幅
が
３
㌢
ほ
ど
で
す
。
１
年
目

の
枝
で
は
互
生
し
、
２
年
目
の

枝
で
は
細
い
葉
が
束そ

く
せ
い生

（
１
か

所
に
葉
が
集
ま
っ
て
つ
く
）
す

る
特
徴
が
あ
り
ま
す
。

　
秋
の
頃
、
１
年
目
の
枝
の
先

端
に
白
い
筒

と
う
じ
ょ
う状
花か

が
10
数
個
集

ま
っ
た
径
２
・
５
㌢
ほ
ど
の
頭と

う
か花

（
複
数
の
花
が
集
ま
り
１
つ
の
花

に
見
え
る
も
の
）
を
１
個
咲
か

せ
ま
す
。
５
深
裂
し
た
花
弁
は

反
り
返
り
、
先
が
ね
じ
れ
て
い

ま
す
。
花
に
は
赤
い
冠か

ん
も
う毛
（
が

く
が
変
形
し
た
も
の
）
が
あ
り
、

結
実
す
る
と
茶
色
を
帯
び
た
白

色
に
変
わ
り
ま
す
。

　
高
野
山
で
枝
を
ほ
う
き
の
材

料
に
し
た
と
こ
ろ
か
ら
高こ

う
や
ぼ
う
き

野
箒

の
名
が
あ
り
ま
す
。

　
竹
田
で
は
小
富
士
山
等
の
小

高
い
丘
の
ア
カ
マ
ツ
の
生
え
た
乾

い
た
林
の
縁
で
観
察
さ
れ
ま
す
。

　
花
期
は
９
月
か
ら
10
月
で
す
。

阿孫　久見

コウヤボウキ（キク科）

◇
10
月
末
か
ら
11
月
に
か
け
て
、

２
週
間
ほ
ど
サ
フ
ラ
ン
の
収
穫
を

手
伝
い
ま
し
た
。
そ
の
日
に
摘
み

取
っ
た
球
根
が
、
次
の
日
に
は
も

う
花
を
咲
か
せ
て
い
る
。
そ
ん
な

日
が
昨
年
よ
り
も
長
か
っ
た
気
が

し
ま
す
。
お
か
げ
で
、
そ
の
間
、

肩
凝
り
に
は
悩
ま
さ
れ
ま
し
た
。

運
動
も
し
な
い
と
い
け
な
い
で
す

ね
。
◇
文
化
財
課
が
始
め
た
岡
城

跡
の
お
も
城
サ
イ
ト
ミ
ュ
ー
ジ
ア

ム
の
初
回
に
参
加
し
ま
し
た
が
、

歩
く
だ
け
で
は
見
逃
し
て
い
た
こ

と
、
知
ら
な
か
っ
た
こ
と
を
た
く

さ
ん
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

ぐ
る
り
と
約
２
時
間
、
散
策
す
る

価
値
は
あ
り
ま
す
よ
。

で
は
、
よ
い
お
年
を
。  （
吉
野
秀
）

第
２
回
歳
末
助
け
合
い
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
シ
ョ
ー

　
市
民
の
皆
さ
ん
に
笑
顔
を
送
り

ま
す
。

日
時

　
12
月
２
日
㈯

　
昼
の
部

　開
場
10
時

　開
演
11
時

　
夜
の
部

　開
場
15
時

　開
演
16
時

会
場

　
竹
田
市
文
化
会
館
大
ホ
ー
ル

協
力
券

　
１
枚
５
０
０
円

●
お
問
い
合
せ

　
福
祉
事
務
所

　
☎
63‒

４
８
１
１

　
他
各
総
合
支
所
市
民
生
活
課

12月27日㈬
竹田市文化会館
　18:30開場
　　19:00開演

全席自由
入場料　大人3,500円
　　　　小人2,500円

主催　TAOくじゅう後援会
　チケットは、竹田市文化会館、くじゅうサンホール
他で販売中です！
　※当日券は 500 円アップとなります。
●お問い合せ　TAO事務局　☎ 092‒721‒2015

↑りりしい決めポーズ（竹田商業ソーラン節〔昨年〕）
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「
三
宅
山
御
鹿
狩
絵
巻（
初
日
）」公
開

「
豊
後
南
画
と
京
都
画
壇
」

　

12
月
10
日
㈰
ま
で

「
冬
季
所
蔵
書
画
展
、

　

岡
藩
・
竹
田
の
文
人
画
・
南
画
Ⅳ
」

　

12
月
15
日
㈮
〜
１
月
25
日
㈭

※
12
月
12
〜
14
日
は
臨
時
休
館
し
ま
す
。

　

年
末
年
始
は
12
月
28
日
㈭
〜
１
月
３
日
㈬
の

　

間
休
館
し
ま
す
。

歴
史
資
料
館

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎
63‒

１
９
２
３

 

市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
水
琴
館

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎
63‒

２
２
０
０

「
竹
田
素
描
同
好
会
作
品
展
」

　

12
月
５
日
㈫
ま
で

大
分
県
立
先
哲
資
料
館
巡
回
展
示
館

お
お
い
た
の
先
哲
「
見
つ
け
よ
う
！

子
ど
も
た
ち
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
」

　

12
月
７
日
㈭
〜
９
日
㈯

「
布
れ
あ
い
パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
キ
ル
ト

ハ
ウ
ス
作
品
展
」

　

12
月
12
日
㈫
午
後
〜
24
日
㈰

「
伊
東
正
明
作
品
展『
雪
の
情
景
』」（
仮
）

　

12
月
26
日
㈫
〜
28
日
㈭

※
12
月
６
・
10
・
12
日
、
１
月
４
日
は
臨
時
休

　

館
し
ま
す
。
年
末
年
始
は
12
月
29
日
㈮
〜
１

　

月
３
日
㈬
の
間
休
館
し
ま
す
。

　

通
常
の
休
館
日
は
、
月
曜
日
（
月
曜
日
が
祝

　

日
の
場
合
は
開
館
）
と
、祝
日
の
翌
日
で
す
。

 

第
18
回
ク
リ
ス
マ
ス
音
楽
の
夕
べ

日
時　

12
月
16
日
㈯　

18
時
30
分
〜
21
時

会
場　

竹
田
商
工
会
館
２
階
ホ
ー
ル

会
費　

大
人
７
０
０
円　

小
人
５
０
０
円

内
容　

合
唱
や
器
楽
の
演
奏
を
聴
い
て
、
み
ん

　

な
で
一
緒
に
歌
い
ま
し
ょ
う
。
手
作
り
の
料

　

理
・
ワ
イ
ン
を
準
備
し
て
い
ま
す
。

●
主
催
・
お
問
い
合
せ　

瀧
廉
太
郎
会　

堀

　

☎
63‒

１
８
２
３

 

道
の
駅
・
竹
田
「
い
ち
ご
農
園
」

　

道
の
駅
・
竹
田
「
い
ち
ご
農
園
」
が
、
12
月

23
日
㈯
か
ら
オ
ー
プ
ン
し
ま
す
。
も
ぎ
た
て
い

ち
ご
を
食
べ
に
い
き
ま
せ
ん
か
？

開
園
期
間
・
時
間　

12
月
23
日
〜
平
成
19
年
５

　

月
予
定　

10
時
〜
16
時

食
べ
放
題
コ
ー
ス
料
金

12
月
〜
３
月

　

中
学
生
以
上　
　
　
　
　
　
１
、２
０
０
円

　

小
学
生　
　
　
　
　
　
　
　
１
、０
０
０
円

　

小
学
生
未
満
３
歳
以
上　
　
　

８
０
０
円

４
月
〜
５
月

　

中
学
生
以
上　
　
　
　
　
　
１
、０
０
０
円

　

小
学
生　
　
　
　
　
　
　
　
　

８
０
０
円

　

小
学
生
未
満
３
歳
以
上　
　
　

６
０
０
円

※
お
持
ち
帰
り
料
金
は
１
０
０
㌘
時
価
の
量
り

　

売
り
に
な
り
ま
す
。

※
期
間
中
は
不
定
休
で
す
。

●
お
問
い
合
せ　

道
の
駅
・
竹
田
い
ち
ご
農
園

　

☎
・
℻
66‒

３
０
０
３

 

第
30
回
竹
田
元
旦
マ
ラ
ソ
ン
大
会

日
時　

１
月
１
日
㈪　

10
時
開
会
式

　

10
時
30
分
ス
タ
ー
ト

場
所　

竹
田
市
総
合
運
動
公
園
陸
上
競
技
場

種
目　

小
学
５
・
６
年
生
男
子
・
女
子
２
㌔
、

　

中
学
生
男
子
・
女
子
３
㌔
、
高
校
生
男
子
・

　

女
子
５
㌔
、
一
般
男
子
40
歳
未
満
・
40
歳
以

　

上
・
50
歳
以
上
・
60
歳
以
上
５
㌔
、
一
般
女

　

子
５
㌔

申
込
〆
切　

12
月
15
日
㈮　

17
時

●
お
問
い
合
せ
・
申
込
み

　

国
体
推
進
室
内
竹
田
市
陸
上
競
技
協
会
事
務

　

局　

工
藤

　

☎
63‒

４
８
２
２

 

第
29
回
川
合
尚
武
旗

 

竹
田
職
域
ク
ラ
ブ
駅
伝
競
走
大
会

日
時　

１
月
20
日
㈯　

13
時
開
会
式

　
　
　

14
時
ス
タ
ー
ト

　

※
監
督
会
議　

12
時
30
分
〜

区
間　

竹
田
市
総
合
運
動
公
園
陸
上
競
技
場
〜

　

入
田
農
免
入
り
口
〜
矢
原
橋
〜
十
角
橋
折
返

　

し
〜
矢
原
橋
〜
入
田
農
免
入
り
口
〜
竹
田
市

　

総
合
運
動
公
園
陸
上
競
技
場
（
５
区
間
、
11
・

　

４
㌔
）

参
加
資
格　

豊
肥
地
区
に
所
在
す
る
職
域
・
ク

　

ラ
ブ
チ
ー
ム
で
編
成
し
、
前
年
度
県
内
一
周

　

駅
伝
大
会
出
場
選
手
の
出
場
す
る
チ
ー
ム
は

　

Ａ
部
、他
は
Ｂ
部
と
中
学
生
の
部
と
し
ま
す
。

　

た
だ
し
、
選
手
は
事
故
防
止
の
た
め
原
則
と

　

し
て
55
才
以
下
と
し
ま
す
。

申
込
〆
切　

１
月
12
日
㈮
17
時
ま
で
に
、
竹
田

　

市
陸
上
競
技
協
会
事
務
局
ま
で
申
し
込
ん
で

　

く
だ
さ
い
。

参
加
料　

Ａ
部
・
Ｂ
部　

３
、０
０
０
円

　
　
　
　

中
学
生
の
部　

１
、０
０
０
円

●
お
問
い
合
せ
・
申
込
み

　

国
体
推
進
室
内
竹
田
市
陸
上
競
技
協
会
事
務

　

局　

工
藤

　

☎
63‒

４
８
２
２
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生
活
情
報

出
会
い
系
サ
イ
ト
等
の

架
空
・
不
当
請
求
の
手
口
に
つ
い
て
！ 

　
携
帯
電
話
か
ら
ア
ダ
ル
ト
サ
イ
ト
等
に
接
続

し
、
何
ら
か
の
項
目
を
選
択
す
る
と
「
あ
な
た

の
個
体
識
別
番
号
は
○
○
で
す
」「
あ
な
た
の
メ

ー
ル
ア
ド
レ
ス
は
△
△
で
す
」
等
と
個
人
情
報

を
入
手
し
た
か
の
よ
う
な
画
面
を
表
示
し
、
料

金
を
請
求
す
る
事
例
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
携
帯
電
話
の
「
個
体
識
別
番
号
」
等
の
情
報

か
ら
氏
名
、
住
所
、
携
帯
電
話
番
号
等
の
個
人

情
報
が
サ
イ
ト
運
営
者
に
伝
わ
る
こ
と
は
あ
り

ま
せ
ん
が
、
個
人
情
報
が
特
定
さ
れ
た
の
で
は

と
不
安
に
な
る
消
費
者
が
多
い
よ
う
で
す
。

携
帯
電
話
の
「
個
体
識
別
番
号
」

　
こ
れ
ら
の
業
者
が
い
う
「
個
体
識
別
番
号
」

は
、
現
在
判
明
し
て
い
る
も
の
で
、（
１
）
携

帯
電
話
会
社
名
と
端
末
の
機
種
、（
２
）
業
者

が
勝
手
に
付
与
し
た
Ｉ
Ｄ
が
あ
り
ま
す
。
こ
の

情
報
に
は
、
消
費
者
の
氏
名
や
住
所
、
携
帯
電

話
番
号
等
の
個
人
情
報
は
含
ま
れ
て
い
な
い
た

め
、
業
者
に
個
人
情
報
が
伝
わ
る
こ
と
は
あ
り

ま
せ
ん
。
ま
た
、
業
者
が
勝
手
に
付
与
し
た
Ｉ

Ｄ
、
消
費
者
の
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
等
も
個
人
情

報
が
特
定
さ
れ
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
こ
れ
ら
の
業
者
は
「
個
体
識
別
番
号
」
等
を

画
面
に
表
示
す
る
こ
と
で
、
あ
た
か
も
個
人
情

報
を
入
手
し
た
か
の
よ
う
に
思
わ
せ
よ
う
と
し

て
い
る
の
で
す
。

消
費
者
へ
の
ア
ド
バ
イ
ス

１
「
個
体
識
別
番
号
」
か
ら
個
人
情
報
は
伝
わ

　
ら
な
い
た
め
、
必
要
以
上
に
不
安
に
な
ら
な

　
い
こ
と
。

　
こ
の
よ
う
な
サ
イ
ト
に
接
続
し
て
も
慌
て
ず
、

画
面
上
の
選
択
肢
を
押
さ
な
い
よ
う
に
注
意

し
、
ト
ラ
ブ
ル
に
備
え
て
画
面
や
サ
イ
ト
名
、

Ｕ
Ｒ
Ｌ
等
を
記
録
、保
存
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

２
　
ア
ダ
ル
ト
サ
イ
ト
等
に
リ
ン
ク
さ
れ
て
い

　
る
Ｕ
Ｒ
Ｌ
は
不
用
意
に
接
続
し
な
い
こ
と

　「
無
料
の
待
ち
受
け
画
面
、
着
信
メ
ロ
デ
ィ

サ
イ
ト
」、「
雑
誌
で
紹
介
さ
れ
て
い
た
サ
イ
ト
」

等
に
リ
ン
ク
さ
れ
て
い
た
Ｕ
Ｒ
Ｌ
へ
接
続
し
た

と
こ
ろ
、
同
様
の
ト
ラ
ブ
ル
に
巻
き
込
ま
れ
た

事
例
も
あ
り
ま
す
。
興
味
半
分
で
ア
ク
セ
ス
し

な
い
こ
と
が
重
要
で
す
。 

●
お
問
い
合
せ

　
ア
イ
ネ
ス
（
消
費
生
活
相
談
専
用
）

　
☎
０
９
７
─５
３
４
─０
９
９
９

　
商
工
観
光
課
　
☎
63
─４
８
０
７

半
密
閉
式
ガ
ス
瞬
間
湯
沸
器
の

点
検
・
回
収
を
行
っ
て
い
ま
す

　
パ
ロ
マ
工
業
㈱
製
瞬
間
湯
沸
器
に
よ
る
一
酸

化
炭
素
中
毒
の
再
発
防
止
の
た
め
、
対
象
機
種

の
点
検
、
回
収
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
家
庭
に
あ
る
湯
沸
器
を
必
ず
確
認
の
上
、
次

の
型
式
に
該
当
し
て
い
る
場
合
は
パ
ロ
マ
工
業

㈱
に
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

型
式

　
Ｐ
Ｈ‒

81
Ｆ
、Ｐ
Ｈ‒

82
Ｆ
、Ｐ
Ｈ‒

１
０
１

　
Ｆ
、
Ｐ
Ｈ‒

１
０
２
Ｆ
、
Ｐ
Ｈ‒

１
３
１
Ｆ
、
Ｐ

　
Ｈ‒

１
３
２
Ｆ
、
Ｐ
Ｈ‒

１
６
１
Ｆ
（
製
品
側

　
面
に
あ
る
機
器
型
式
プ
レ
ー
ト
を
ご
確
認
く

　
だ
さ
い
）

●
お
問
い
合
せ

　
パ
ロ
マ
工
業
株
式
会
社
お
客
様
相
談
室

　
☎
０
１
２
０‒

３
１
４‒

５
５
２

  

募
　
集

平
成
19
年
度
市
立
幼
稚
園
願
書
受
付

対
象
　
平
成
13
年
４
月
２
日
〜
平
成
14
年
４
月

　
１
日
の
間
に
生
ま
れ
た
子
ど
も
（
５
歳
児
）

※
た
だ
し
、
直
入
幼
稚
園
に
つ
い
て
は
、
平
成

　
14
年
４
月
２
日
〜
平
成
15
年
４
月
１
日
ま
で

　
に
生
ま
れ
た
子
ど
も
（
４
歳
児
）
も
対
象
に

　
な
り
ま
す
。

※
竹
田
地
区
・
直
入
地
区
の
該
当
す
る
保
護
者

　
に
は
入
園
願
書
を
郵
送
し
ま
す
。
12
月
中
に

　
届
か
な
い
場
合
は
、
最
寄
り
の
幼
稚
園
ま
た

　
は
、
竹
田
市
教
育
委
員
会
学
校
教
育
指
導
室

　
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

※
小
学
校
区
外
、市
外
の
方
も
入
園
で
き
ま
す
。

●
お
問
い
合
せ

　
竹
田
幼
稚
園
　
☎
63
─１
０
８
１

　
南
部
幼
稚
園
　
☎
63
─１
０
８
４

　
直
入
幼
稚
園
　
☎
75
─２
２
３
０

㈳
竹
田
市
わ
か
ば
農
業
公
社

　
正
社
員
募
集

採
用
予
定
者

　
１
人

受
験
資
格

　
次
の
要
件
を
全
て
満
た
す
こ
と
。

①
平
成
18
年
12
月
１
日
現
在
、
20
歳
以
上
30
歳

　
未
満
の
者
。

②
高
等
学
校
卒
業
程
度
の
学
力
を
有
す
る
者
。

③
大
型
免
許
取
得
者
。

④
竹
田
市
内
に
居
住
し
て
い
る
か
又
は
採
用
後

　
居
住
す
る
者
。

⑤
農
業
知
識
を
有
す
る
と
と
も
に
、
農
業
機
械

　
の
操
作
が
で
き
る
者
。

⑥
心
身
と
も
に
健
康
で
勤
労
意
欲
が
あ
り
即
戦

　
力
と
な
り
え
る
者
。

試
験
日
　
１
月
16
日
㈫
　
受
付
８
時
30
分

　
試
験
９
時
30
分
〜

試
験
会
場

　
㈳
竹
田
市
わ
か
ば
農
業
公
社
研
修
室

試
験
内
容
　
作
文
・
面
接

採
用
予
定
日
　
２
月
１
日
㈭

受
付
期
間
　
12
月
５
日
㈫
〜
20
日
㈬

※
当
日
消
印
有
効

受
付
場
所
　
㈳
竹
田
市
わ
か
ば
農
業
公
社

※
試
験
申
込
書
、
健
康
診
断
書
様
式
は
㈳
竹
田

　
市
わ
か
ば
農
業
公
社
、
又
は
竹
田
市
役
所
農

　
林
畜
産
課
に
備
え
付
け
て
い
ま
す
。

●
お
問
い
合
せ

　
㈳
竹
田
市
わ
か
ば
農
業
公
社

　
☎
66
─３
５
５
３

　
農
林
畜
産
課
　
☎
63
─４
８
０
５

「
竹
田
市
荻
堆
肥
セ
ン
タ
ー
」指
定
管
理
者

　
地
方
自
治
法
の
一
部
が
改
正
さ
れ
、
民
間
の

法
人
や
団
体
等
も
指
定
管
理
者
と
し
て
公
の
施

設
の
管
理
・
運
営
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
竹
田
市
で
は
、
農
業
生
産
に
適
し
た
豊
か

な
土
地
づ
く
り
並
び
に
畜
産
環
境
対
策
等
、
農

業
振
興
に
資
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
開
設
し

た
「
荻
堆
肥
セ
ン
タ
ー
」
を
管
理
・
運
営
す
る

指
定
管
理
者
を
募
集
し
ま
す
。

指
定
期
間
　
平
成
19
年
４
月
１
日
〜
平
成
22
年

12
月
の
お
し
ら
せ
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３
月
31
日

応
募
資
格　

安
定
し
た
管
理
運
営
を
行
う
こ
と

　

が
で
き
、
施
設
の
運
営
経
験
が
あ
る
市
内
に

　

主
た
る
事
業
所
を
有
す
る
法
人
、
団
体
ま
た

　

は
グ
ル
ー
プ

主
な
業
務　

施
設
の
維
持
管
理
、堆
肥
の
製
造
、

　

堆
肥
の
販
売
、
堆
肥
の
運
搬

募
集
期
間　

12
月
11
日
㈪
〜
１
月
19
日
㈮

募
集
説
明
会　

申
込
者
に
直
接
連
絡
し
ま
す
。

施
設
所
在
地

　

竹
田
市
荻
町
高
練
木
１
７
８
９

●
お
問
い
合
せ

　

農
林
畜
産
課　

☎
63
─４
８
０
５

　

荻
総
合
支
所
産
業
課　

☎
68
─２
２
１
５

　

荻
堆
肥
セ
ン
タ
ー　

☎
63
─３
０
４
１

大
分
県
臨
時
職
員
採
用
候
補
者
名
簿

　

大
分
県
で
は
、
県
の
本
庁
及
び
県
内
地
方
機

関
に
お
い
て
事
務
補
助
を
行
う
臨
時
職
員
の
採

用
候
補
者
名
簿
登
録
試
験
を
実
施
し
ま
す
。

日
時　

２
月
４
日
（
日
・
予
定
）

募
集
期
間

　

12
月
18
日
㈪
〜
１
月
16
日
㈫

※
応
募
書
式
等
は
12
月
11
日
㈪
か
ら
大
分
県
公

　

式
サ
イ
ト
に
掲
載
す
る
ほ
か
、
大
分
県
庁
人

　

事
課
や
各
振
興
局
等
で
配
布
し
ま
す
。

●
お
問
い
合
せ　

大
分
県
総
務
部
人
事
課

　

☎
０
９
７
─５
０
６
─２
３
１
１

　

 http://w
w
w
.pref.oita.jp/11200/rinji

大
分
県
国
民
健
康
保
険
団
体
連
合
会

職
員
採
用
試
験

採
用
予
定
者　

若
干
名

採
用
予
定
年
月
日　

平
成
19
年
４
月
１
日

職
務
内
容　

診
療
報
酬
審
査
支
払
事
務
及
び
一

　

般
事
務

受
験
資
格　

４
年
制
大
学
・
短
期
大
学
及
び
高

　

等
学
校
卒
業
又
は
卒
業
見
込
み
の
者
で
昭
和

　

56
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ
た
者

試
験
日
時

　

第
１
次
試
験　

１
月
21
日
㈰　

９
時
〜
12
時

　

第
２
次
試
験　

２
月
上
旬

提
出
書
類　

履
歴
書
（
申
込
前
６
月
以
内
の
撮

　

影
写
真
貼
付
）・
最
終
学
校
卒
業
証
明
書
又

　

は
卒
業
見
込
証
明
書
・
学
校
長
の
証
明
す
る

　

成
績
証
明
書

応
募
〆
切　

12
月
22
日
㈮　

※
消
印
有
効

●
お
問
い
合
せ
・
申
込
み

　

大
分
県
国
民
健
康
保
険
団
体
連
合
会
総
務
課

　

☎
０
９
７
─５
３
４
─８
４
７
０

　

℻
０
９
７
─５
３
７
─８
６
５
０

  
環
境
衛
生

年
末
年
始
の
ご
み
収
集
に
つ
い
て

　

12
月
29
日
㈮
〜
１
月
３
日
㈬
の
年
末
年
始
休

日
は
、
す
べ
て
の
ご
み
収
集
を
行
い
ま
せ
ん
。

振
替
収
集
も
行
い
ま
せ
ん
の
で
、
次
回
収
集
日

に
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
間
違
い
や
す
い
ご
み
の
出
し
方

　

紙
の
シ
ュ
レ
ッ
タ
ー
ご
み
は
、
資
源
ご
み
袋

（
ピ
ン
ク
）
に
入
れ
古
紙
類
収
集
日
に
出
し
て

く
だ
さ
い
。
お
菓
子
の
箱
類
も
、
ひ
も
で
結
ん

で
古
紙
類
収
集
日
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。

年
末
年
始
の
処
理
業
務
に
つ
い
て

◇
清
掃
セ
ン
タ
ー
（
ご
み
処
理
場
）

　

年
末
は
12
月
28
日
㈭
の
午
前
中
ま
で
、

　

年
始
は
１
月
４
日
㈭
か
ら
業
務
を
行
い
ま
す
。

◇
衛
生
セ
ン
タ
ー
（
し
尿
処
理
場
）

　

年
末
は
12
月
28
日
㈭
の
午
前
中
ま
で
、

　

年
始
は
１
月
４
日
㈭
か
ら
業
務
を
行
い
ま
す
。

※
し
尿
汲
み
取
り
の
申
込
み
は
年
末
に
集
中
し

　

ま
す
の
で
、
早
め
に
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

●
し
尿
汲
み
取
り
の
申
込
み

　

竹
田
衛
生
社　

☎
63
─３
５
４
６

清
掃
セ
ン
タ
ー
か
ら
の
お
願
い

　

家
庭
ご
み
の
清
掃
セ
ン
タ
ー
へ
の
個
人
持
込

み
が
非
常
に
多
く
な
り
、
ご
み
収
集
車
と
の
離

合
等
に
困
る
事
態
が
度
々
生
じ
て
い
ま
す
。
粗

大
ご
み
や
一
時
的
な
多
量
ご
み
以
外
は
、
定
期

収
集
日
に
出
し
て
い
た
だ
く
よ
う
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

●
お
問
い
合
せ

　

環
境
衛
生
課　
　

☎
63
─４
８
２
１

　

清
掃
セ
ン
タ
ー　

☎
68
─２
８
１
９

　

衛
生
セ
ン
タ
ー　

☎
63
─２
２
３
９

  

水　

道

水
道
メ
ー
タ
ー
検
針
員
募
集

業
務　

水
道
メ
ー
タ
ー
検
針
業
務
（
１
回
当
た

　

り
約
２
、０
０
０
件
、
ハ
ン
デ
ィ
ー
タ
ー
ミ

　

ナ
ル
に
よ
る
検
針
）

検
針
期
間　

１
月
の
う
ち
約
10
日
間

検
針
区
域　

上
水
道
区
域
（
竹
田
、
豊
岡
、
玉

　

来
、
松
本
、
明
治
、
挾
田
地
区
）

募
集
人
員　

１
人

募
集
期
間　

12
月
５
日
㈫
〜
１
月
12
日
㈮

採
用
条
件　

55
歳
か
ら
65
歳
程
度
の
健
康
で
継

　

続
し
て
業
務
が
可
能
な
方
、２
輪
免
許
所
持
者

※
検
針
用
バ
イ
ク
、
作
業
着
は
貸
与
し
ま
す
。

委
託
金
額　

１
件
当
た
り
45
円
程
度

※
委
託
契
約
は
平
成
19
年
４
月
１
日
か
ら
１
年

　

間
、
そ
の
後
１
年
ご
と
に
更
新
し
ま
す
。

●
お
問
い
合
せ　

竹
田
市
水
道
課
庶
務
係

　

☎
63
─１
０
４
６



※行政相談に関するお問い合せは行政相談員まで（渡辺善照：☎ 77‒2067、斉藤義昭：☎ 75‒2692、太田正一：☎ 68‒2480）

1 ㈮ ・佐藤義美冬の事業「佐藤義美の雪と氷」（2月 28日まで／佐藤義美記念館）　・「奥豊後竹田ふるさと友の会」募集〆切（農林畜産課）　・平成 18年度うつ対策県民講座 14:00 ～ 17:00（iichiko 音の泉ホール［大分市］）　・歳末たすけあい運動（31日まで）
・模倣品・海賊版撲滅キャンペーン（31日まで）　・冬の省エネキャンペーン（3月 31日まで）　・大気汚染防止推進月間　・脱スパイクタイヤ推進月間　・地球温暖化防止推進月間　・雪崩防災週間（7日まで）　・世界エイズデー　・省エネ総点検の日

2 ㈯ ・竹田市少年少女駅伝ロードレース大会 9:20 ～（市総合運動公園）　・第 2回歳末助け合いチャリティーショー 昼の部 10:00 開場 11:00 開演、夜
の部 15:00 開場 16:00 開演（竹田市文化会館）　・第 2回古文書実践講座（市民ギャラリー水琴館）

3 ㈰ ・竹田市歩こう会「西部散策」9:00JR 豊後竹田駅前集合（※ 1）　・第 9回深山流岩戸神楽交流大会（直入総合支所特設ステージ）　・第 8回市長旗争奪竹田名水少年剣道大会 8:45 ～（竹田小学校体育館）
・選挙人名簿縦覧 8:30 ～ 17:00（7日まで /選挙管理委員会事務局）　・上浦しめ縄飾り（佐伯市上浦町）　・郡市対抗女子駅伝競走大会　・国際障害者デー　・障害者週間（9日まで）

4 ㈪ ・第58回人権週間特設相談所10:00～15:00（竹田市総合社会福祉センター）　・玉来市政懇談会14:00～16:00（玉来分館）　・竹田市国民保護計画（素
案）への意見募集（1月5日まで／総務課・各総合支所地域振興課）　・荻の里温泉・陽目の里名水茶屋休館日　・第 58回人権週間（10日まで）

5 ㈫
6㈬ ・第 58回人権週間特設相談所 10:00 ～ 15:00（荻福祉健康エリア・直入総合支所）

7 ㈭ ・糖尿病予防講演会 14:00 ～ 15:30（久住保健センター）
・竹田温泉「花水月」休館日

8 ㈮ ・第 58回人権週間特設相談所 10:00 ～ 15:00（久住中央公民館）
・国指定史跡「岡城跡」おも城サイトミュージアム 13:00 岡城跡駐車場集合

9 ㈯ ・童謡の会 10:00 ～ 11:30（佐藤義美記念館）　・弁護士による養育費なんでも相談 10:00 ～ 16:00（県母子福祉センター［大分市］）
・第 32回ブルーフェニックスジャズオーケストラコンサ～ト 18:00 ～ 20:30（竹田市文化会館大ホール）

10㈰ ・第 3回古文書実践講座（市民ギャラリー水琴館）
・世界人権デー　・北朝鮮人権侵害問題啓発週間（16日まで）

11㈪ ・品目横断的経営安定対策説明会直入地域 13:30 ～（直入中央公民館）　・「竹田市荻堆肥センター」指定管理者募集（1月 19日まで／農林畜産課・
荻総合支所産業課・荻堆肥センター）　・消防設備点検資格者講習申込（1月10日まで／竹田市消防本部等）

12㈫ ・品目横断的経営安定対策説明会荻地域 13:30 ～（荻中央公民館）

13㈬ ・ひきこもり家族教室 13:00 ～ 15:30（大分県精神保健福祉センター［大分市］）
・民事介入暴力集中相談所 10:00 ～ 16:00（別府市中央公民館別館 2階）

14㈭ ・品目横断的経営安定対策説明会久住地域 13:30 ～（久住中央公民館）　・糖尿病予防講演会 14:00 ～ 15:30（荻福祉健康エリア）
・竹田温泉「花水月」休館日

15㈮ ・品目横断的経営安定対策説明会竹田地域 13:30 ～（大分みどり農業協同組合本店 2階）　・第 30回竹田元旦マラソン大会参加者募集〆切（国体推進室内竹田市陸上競技協会
事務局）・原子爆弾被爆者二世に対する無料健康診断申込〆切（竹田保健所）　・放送大学平成 19年度第 1期募集（2月 15日まで／放送大学大分学習センター）　・青少年の日

竹田市のこよみ12月
2006年



16㈯ ・直入幼稚園交通安全餅つき大会 11:00 ～ 13:30　・第 4回古文書実践講座（市民ギャラリー水琴館）　・よしみ忌 18:30 ～　※朗読劇「ねこばば」
（くろあん＆影絵）18:00 開演（佐藤義美記念館）　・第 18回クリスマス音楽の夕べ 18:30 ～ 21:00（竹田商工会館 2階ホール）

17㈰ ・家庭の日

18㈪ ・品目横断的経営安定対策説明会予備日 18:00 ～（大分みどり農業協同組合本店 2階）　・大分県臨時職員採用候補者名簿登録試験申込（１月16日
まで／大分県人事課）　・荻の里温泉・陽目の里名水茶屋休館日

19㈫ ・竹田市歩こう会「忘年歩こう会」9:00 竹田温泉「花水月」前集合（※ 1）
・県病健康教室「元気なときから考えておきたい病気への心構え」13:00 ～ 14:00（大分県立病院 3階講堂［大分市］）　・食育の日

20㈬ ・年金相談 10:00 ～ 15:00（竹田市総合社会福祉センター）　・市有地一般競争入札申込〆切（財政課）
・温泉療養文化館「御前湯」休館日

21㈭ ・行政相談 10:00 ～ 12:00（荻総合支所）
・竹田温泉「花水月」休館日

22㈮ ・国指定史跡「岡城跡」おも城サイトミュージアム 13:00 岡城跡駐車場集合

23㈯ ・絵本の会・クリスマス会 10:00 ～ 11：30（佐藤義美記念館）　・こども読書推進講演会 13:00 ～ 14:20（竹田市立図書館）　・クリスマスキャロル
14:30 ～ 16:30（竹田市立図書館）　・道の駅・竹田「いちご農園」オープン　・第 5回古文書実践講座（市民ギャラリー水琴館）　・天皇誕生日

24㈰
25㈪ ・市県民税 4期、国民健康保険税 6期、介護保険料 6期納期限

・荻の里温泉・陽目の里名水茶屋休館日

26㈫ ・献血 10:00 ～ 16:00（竹田市総合社会福祉センター）

27㈬ ・特許・商標等の弁護士無料相談会 13:00 ～ 15:30（竹田商工会議所）　・TAOふるさと凱旋公演 2006 ファイナル 18:30 開場 19:00 開演（竹田市
文化会館）　・55歳から 64歳の警備関連技能講習申込〆切（㈳豊肥地域シルバー人材センター）　・荻の里温泉・陽目の里名水茶屋休館日

28㈭ ・清掃センター（ごみ処理場）及び衛生センター（し尿処理場）休業日（28日午後～ 1月 4日まで）
・荻の里温泉・陽目の里名水茶屋休館日　・竹田温泉「花水月」休館日

29㈮ ・竹田市役所年末休暇
・荻の里温泉・陽目の里名水茶屋休館日

30㈯ ・竹田市役所年末休暇

31㈰ ・竹田市役所年末休暇

月間・週間
そ　の　他

・第 30回竹田元旦マラソン大会（1月 1日 10:00 開会式、10:30 スタート／竹田市総合運動公園陸上競技場周辺）
・竹田市冬成人式（1月 7日／竹田市文化会館）

　
※12月29日㈮～1月3日㈬までの年末年
　始休日期間中、ゴミ収集は行いません。

※健診等保健衛生に関する日程は、いきいきたけた情報カレンダーをご覧ください。※1：お問い合せ　竹田市歩こう会（小林会長：☎ 62‒3304）　※2：お問い合せ　岡の里事業実行委員会（竹田創生館）☎ 62‒4100
※心の悩み無料相談会に関するお問い合せはカウンセラーまで（野々下昇策　☎ 080‒5274‒3359）
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競　

売

市
有
地
一
般
競
争
入
札

物
件　

旧
竹
田
市
荻
北
部
グ
ラ
ン
ド

　

所
在
地　

荻
町
馬
場
字
葎
原
１
２
７
０‒

６

　

地
目　

雑
種
地

　

面
積　

７
、３
０
０
・
０
０
㎡

　

所
在
地　

荻
町
馬
場
字
葎
原
１
２
８
０‒

２

　

地
目　

宅
地

　

面
積　

５
７
３
・
６
２
㎡

入
札
日
時　

12
月
21
日
㈭　

10
時

入
札
場
所　

竹
田
市
役
所
３
階
会
議
室

参
加
方
法　

事
前
に
財
政
課
管
財
係
ま
で
お
申

　

し
込
み
く
だ
さ
い
。

受
付
期
間　

12
月
１
日
㈮
〜
20
日
㈬

現
地
説
明
会　

12
月
20
日
㈬　

10
時

現
地
説
明
会
場
所

　

竹
田
市
荻
町
馬
場
字
葎
原
１
２
７
０‒

6

※
市
税
を
滞
納
し
て
い
る
人
等
は
入
札
に
参
加

　

で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

●
お
問
い
合
せ　

財
政
課
管
財
係

　

☎
63‒

１
１
１
１
（
内
線
２
３
３
）

  

案　

内

竹
田
市
国
民
保
護
計
画（
素
案
）へ
の

意
見
募
集
に
つ
い
て

　

竹
田
市
で
は
、
台
風
や
地
震
と
い
っ
た
自
然

災
害
だ
け
で
は
な
く
、
武
力
攻
撃
や
大
規
模
テ

ロ
と
い
っ
た
有
事
に
も
対
応
し
、
市
民
の
皆
さ

ん
の
生
命
や
身
体
、
財
産
を
保
護
す
る
た
め
、

「
竹
田
市
国
民
保
護
計
画
」
を
作
成
し
て
い
ま

す
。
こ
の
度
、
竹
田
市
国
民
保
護
協
議
会
に
よ

り
作
成
さ
れ
た
計
画
（
素
案
）
に
つ
い
て
、
市

民
の
皆
さ
ん
か
ら
意
見
を
募
集
し
ま
す
。

募
集
期
間　

12
月
４
日
㈪
〜
１
月
５
日
㈮

閲
覧
場
所　

竹
田
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
本
庁
総

　

務
課
、
各
総
合
支
所
地
域
振
興
課

意
見
の
提
出
方
法　

直
接
ま
た
は
郵
送
、
フ
ァ

　

ク
ス
、
Ｅ
メ
ー
ル
で
、
住
所
、
氏
名
等
を
記

　

入
し
、次
の
宛
先
ま
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

〒
８
７
８‒

８
５
５
５　

竹
田
市
大
字
会
々

　

１
６
５
０　

竹
田
市
役
所
総
務
課

　

℻
63‒

０
９
９
５

　

Ｅ
メ
ー
ル　

kokum
inhogo@

city.taketa. 

　

lg.jp

そ
の
他　

い
た
だ
い
た
意
見
は
整
理･
集
約
し

　

て
公
表
し
ま
す
。
な
お
、
個
々
の
意
見
に
対

　

す
る
直
接
の
回
答
は
い
た
し
ま
せ
ん
。

●
お
問
い
合
せ　

総
務
課
消
防
交
通
係

　

☎
63‒

１
１
１
１
（
内
線
２
１
３
）

平
成
18
年
度
竹
田
市
冬
成
人
式 

　

次
の
と
お
り
、
竹
田
市
成
人
式
を
開
催
し
ま

す
。
当
日
参
加
も
可
能
で
す
の
で
、
成
人
者
の

皆
さ
ん
の
出
席
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

対
象
者　

昭
和
61
年
４
月
２
日
〜
昭
和
62
年
４

　

月
１
日
生
ま
れ
の
者

日
時　

１
月
７
日
㈰

　

式
典
13
時
〜　

お
楽
し
み
会
14
時
〜

会
場　

竹
田
市
文
化
会
館
大
ホ
ー
ル

●
お
問
い
合
せ　

竹
田
市
教
育
委
員
会
生
涯
学

　

習
課
又
は
各
地
区
教
育
課

「
電
話
の
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
サ
ー
ビ
ス

制
度
」
ス
タ
ー
ト
！

　

加
入
電
話
、公
衆
電
話
、緊
急
通
報
（
１
１
０

番
・
１
１
８
番
・
１
１
９
番
）
の
電
話
サ
ー
ビ

ス
が
、
電
気
通
信
事
業
法
に
定
め
ら
れ
た
ユ
ニ

バ
ー
サ
ル
サ
ー
ビ
ス
で
す
。

　

こ
の
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
サ
ー
ビ
ス
は
、
携
帯
電

話
や
Ｉ
Ｐ
電
話
の
普
及
等
に
伴
い
通
話
料
金
が

大
幅
に
安
く
な
り
ま
し
た
が
、
一
方
で
そ
の
提

供
費
用
が
不
足
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
た
め
、
電
話
会
社
56
社
が
協
力
し
て
費

用
を
出
し
合
う
「
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
サ
ー
ビ
ス
制

度
」
が
ス
タ
ー
ト
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

制
度
の
円
滑
な
運
営
の
た
め
に
、
ご
理
解
と
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

制
度
に
関
す
る
詳
細
は
、
以
下
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

http://w
w
w
.soum

u.go.jp/joho_tsusin/
universalservice/index.htm

l

●
お
問
い
合
せ

　

九
州
総
合
通
信
局
電
気
通
信
事
業
課

　

☎
０
９
６‒

３
２
６‒

７
８
６
２

竹
田
エ
ル
ピ
ー
会
館〝
Ｅ
Ｃ
Ｏ
の
森
“

　

大
分
県
エ
ル
ピ
ー
ガ
ス
協
会
竹
田
支
部
は
、

Ｌ
Ｐ
ガ
ス
の
啓
蒙
と
普
及
を
目
的
と
し
て
、
多

目
的
ホ
ー
ル
竹
田
エ
ル
ピ
ー
会
館
〝
Ｅ
Ｃ
Ｏ
の

森
〞
を
開
放
し
ま
す
。

　

懇
談
会
や
懇
親
会
、
各
種
教
室
に
ご
利
用
で

き
ま
す
。
開
館
時
間
や
利
用
料
に
つ
い
て
は
、

左
記
ま
で
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

所
在
地　

竹
田
市
大
字
会
々
１
６
３
６‒

19
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●
お
問
い
合
せ　

株
式
会
社
竹
田
共
同
ガ
ス

　

☎
63‒
２
０
２
６
（
担
当
：
首
藤
）

  

相　

談

弁
護
士
に
よ
る
養
育
費
な
ん
で
も
相
談

日
時　

12
月
９
日
㈯　

10
時
〜
16
時

場
所　

県
母
子
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
大
分
市
）

相
談
内
容　

養
育
費
の
取
り
決
め
方
法
、
金
額

　

等
養
育
費
全
般
に
つ
い
て
の
面
接
・
電
話
相

　

談　

※
面
接
は
要
予
約

面
接
予
約
期
間　

12
月
４
日
㈪
〜
８
日
㈮

面
接
予
約
先　

県
母
子
寡
婦
福
祉
連
合
会

　

☎
０
９
７‒

５
５
２‒

３
３
１
３

当
日
電
話
相
談

　

☎
０
９
７‒

５
５
３‒

０
４
１
９

●
お
問
い
合
せ　

県
少
子
化
対
策
課

　

☎
０
９
７‒

５
０
６‒

２
７
０
３

民
事
介
入
暴
力
集
中
相
談
所

　

㈶
暴
力
追
放
大
分
県
民
会
議
で
は
、
暴
力
団

が
関
係
し
た
被
害
や
不
当
な
要
求
等
の
困
り
ご

と
に
つ
い
て
、
弁
護
士
・
暴
力
団
担
当
警
察
官

及
び
暴
力
追
放
相
談
委
員
が
面
接
又
は
電
話
に

よ
る
無
料
相
談
所
を
開
設
し
ま
す（
秘
密
厳
守
）。

日
時　

12
月
13
日
㈬　

10
時
〜
16
時

場
所　

別
府
市
中
央
公
民
館
別
館
２
階

電
話
番
号　

０
９
７
７‒

22‒

３
１
１
０

●
お
問
い
合
せ
・
ご
相
談

　

㈶
暴
力
追
放
大
分
県
民
会
議

　

☎
０
９
７‒

５
３
８‒

４
７
０
４

保
健
所
精
神
保
健
福
祉
相
談

日
時　

12
月
27
日
㈬　

13
時
〜
15
時

場
所　

竹
田
保
健
所

内
容　

心
の
健
康
や
認
知
症
に
関
す
る
相
談
に

　

つ
い
て
専
門
医
が
対
応
し
ま
す
。
要
予
約
。

そ
の
他　

保
健
師
に
よ
る
相
談
は
相
談
日
以
外

　

も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

●
お
問
い
合
せ　

竹
田
保
健
所
地
域
保
健
課

　

☎
63‒

２
１
８
７

  

税　

金

固
定
資
産
税
の
申
告
と
届
出

１
、
住
宅
用
地
の
異
動
申
告

　

現
在
、
住
宅
が
建
っ
て
い
る
土
地
（
住
宅
用

地
）
に
つ
い
て
は
、
固
定
資
産
税
が
軽
減
さ
れ

て
安
く
な
っ
て
い
ま
す
。
住
宅
の
取
り
壊
し
等

で
宅
地
が
住
宅
用
地
で
な
く
な
っ
た
場
合
や
新

た
に
住
宅
用
地
に
な
っ
た
場
合
等
、
住
宅
用
地

に
異
動
が
あ
っ
た
時
は
、
申
告
を
す
る
こ
と
が

法
律
・
条
例
で
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

申
告
期
限
は
１
月
31
日
ま
で
と
な
っ
て
い
ま

す
の
で
、
必
ず
申
告
を
お
願
い
し
ま
す
。
申
告

内
容
は
、
所
有
者
（
住
所
・
氏
名
）・
住
宅
用

地
（
所
在
・
地
積
）・
家
屋
（
所
在
・
所
有
者
・

面
積
等
）
と
な
っ
て
い
ま
す
。

２
、
土
地
・
家
屋
の
異
動
届

　

土
地
の
地
目
を
変
更
し
た
場
合
、
又
は
家
屋

を
新
増
築
・
取
り
壊
し
た
場
合
は
お
知
ら
せ
く

だ
さ
い
（
法
務
局
に
て
登
記
を
さ
れ
た
人
は
連

絡
不
要
で
す
）。

３
、
償
却
資
産
の
申
告

　

償
却
資
産
「
土
地
・
家
屋
・
車
両
（
自
動
車
税・

軽
自
動
車
税
が
課
税
さ
れ
る
も
の
）
以
外
※
の

事
業
に
用
い
て
い
る
資
産
で
、
そ
の
償
却
費
が

所
得
税
法
又
は
法
人
税
法
で
経
費
や
損
金
に
算

入
さ
れ
る
も
の
」
の
所
有
者
は
、
毎
年
１
月
１

日
現
在
所
有
し
て
い
る
償
却
資
産
に
つ
い
て
、

そ
の
名
称
・
数
量
・
取
得
年
月
日
・
取
得
価
額
・

耐
用
年
数
等
を
申
告
す
る
こ
と
が
法
律
で
義
務

づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

償
却
資
産
の
所
有
者
は
、
申
告
期
限
が
１
月

31
日
ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
必
ず
申
告
書

を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
道
路
運
送
車
両
法
上
の
大
型
特
殊
自
動
車
は
、

　

陸
運
局
へ
の
登
録
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
償

　

却
資
産
に
該
当
し
ま
す
。

●
お
問
い
合
せ　

税
務
課
資
産
係

　

☎
63‒

１
１
１
１

　
（
内
線
１
２
３
・
１
２
４
・
１
２
８
）

  

年　

金

保
険
料
、納
め
忘
れ
て
い
ま
せ
ん
か
？

　

国
民
年
金
保
険
料
を
未
納
の
ま
ま
に
し
て
い

る
と
、
将
来
や
万
が
一
の
場
合
に
年
金
が
受
け

ら
れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。
一
部
免
除
の
承

認
を
受
け
て
い
る
方
も
、
一
部
の
保
険
料
を
納

め
な
い
と
未
納
と
同
じ
扱
い
に
な
り
ま
す
。

　

納
め
忘
れ
が
あ
る
方
は
、
お
近
く
の
金
融
機

関
・
郵
便
局
等
で
納
め
て
く
だ
さ
い
。

保
険
料
と
社
会
保
険
料
控
除

　

国
民
年
金
の
第
一
号
被
保
険
者
が
、
今
年
１

月
か
ら
12
月
ま
で
に
納
め
た
国
民
年
金
保
険
料

は
、
確
定
申
告
の
際
に
全
額
社
会
保
険
料
控
除

の
対
象
に
な
り
ま
す
。
こ
の
期
間
中
に
、
未
納

等
で
さ
か
の
ぼ
っ
て
納
め
た
場
合
や
国
民
年
金

基
金
の
掛
金
も
控
除
の
対
象
に
な
り
ま
す
。

　

な
お
、
申
告
の
際
に
は
納
入
証
明
書
の
添
付

が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
平
成
18
年
１
月

１
日
か
ら
10
月
２
日
ま
で
に
国
民
年
金
保
険
料

を
納
入
さ
れ
た
方
に
は
、
納
入
証
明
書
を
11
月

初
旬
に
お
送
り
し
て
い
ま
す
。
10
月
３
日
以
降

に
始
め
て
納
入
さ
れ
た
方
に
は
、
平
成
19
年
２

月
初
旬
頃
送
付
予
定
で
す
。

●
お
問
い
合
せ　

大
分
社
会
保
険
事
務
所

　

☎
０
９
７‒

５
５
２‒
１
２
１
１



たけたん情報 平成18年12月号 ❽

  
求　

人

◇
測
量
士
１
人
18
〜
50
才
18
〜
40
万
（
竹
）
◇

土
木
技
術
士
３
人
20
〜
40
才
22
〜
33
万
（
竹
）

◇
理
学
療
法
士
１
人
21
〜
40
才
15
・
６
〜
22
万

（
竹
）
◇
准
看
護
師
１
人
20
〜
40
才
14
〜
20
・

３
万
（
直
）
◇
介
護
支
援
専
門
員
１
人
年
齢
不

問
14
〜
20
万
（
竹
）
◇
会
員
権
交
渉
業
務
５
人

年
齢
不
問
13
・
２
万
（
久
）
◇
フ
ロ
ン
ト
サ
ー

ビ
ス
１
人
18
〜
30
才
13
・
５
〜
17
・
６
万
（
久
）

◇
営
業
１
人
年
齢
不
問
13
〜
16
・
３
万
（
竹
）

◇
調
理
人
１
人
年
齢
不
問
10
・
３
〜
10
・
７
万

（
竹
）
◇
ス
ー
パ
ー
販
売
員
１
人
18
〜
45
才

12
・
５
万
（
久
）
◇
販
売
員
１
人
年
齢
不
問
12

〜
20
万
（
竹
）
◇
ト
ラ
ッ
ク
運
転
手
１
人
40
才

以
下
15
万
（
直
）
◇
ダ
ン
プ
カ
ー
運
転
手
１
人

25
〜
50
才
18
万
（
竹
）
◇
加
工
作
業
員
１
人
年

齢
不
問
12
・
５
〜
14
万
（
久
）
◇
野
菜
つ
け
物

工
１
人
18
〜
50
才
12
・
６
万
（
竹
）
◇
パ
ン
製

造
販
売
員
１
人
18
〜
50
才
12
・
４
万
（
竹
）
◇

生
産
管
理
１
人
30
〜
40
才
16
・
５
〜
19
・
８
万

（
久
）
◇
養
鶏
作
業
員
１
人
40
才
以
下
13
・
５

〜
14
・
５
万
（
久
）
◇
墓
石
作
業
員
２
人
45
才

以
下
18
万
（
久
）
◇
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
成
型
工

２
人
18
〜
35
才
10
・
７
〜
13
・
３
万
（
荻
）
◇

大
型
ダ
ン
プ
運
転
手
１
人
25
〜
35
才
19
・
７
〜

21
・
７
万
（
荻
）

　

会
社
等
を
訪
問
さ
れ
る
方
は
、
必
ず
相
談
室

の
窓
口
で
紹
介
状
を
も
ら
っ
て
く
だ
さ
い
。

※
（
竹
）
は
竹
田
地
域
、（
荻
）
は
荻
地
域
、（
久
）

　

は
久
住
地
域
、（
直
）
は
直
入
地
域
で
の
求

　

人
で
す
。

●
お
問
い
合
せ　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
豊
後
大
野

　

竹
田
市
地
域
職
業
相
談
室

　

☎
63‒

１
１
０
１

米・麦・大豆の国の支援策が「担い手」に集中されます！
　19 年産から、品目ごとに全ての農家を対象にしていた価格安定対策
が廃止され、交付対象者を「担い手」に限定した「品目横断的経営安
定対策」が導入されます。
対象者「担い手」とは？
１．経営面積が一定面積（竹田地域2.9㌶、荻地域4.0㌶、久住地域3.2㌶、
　直入地域 2.7 ㌶）以上の認定農業者　（市町村が認定した農家・法人）
２．経営面積が一定面積（竹田地域14.3 ㌶、荻地域 20.0 ㌶、久住地域
　15.8 ㌶、直入地域 13.5 ㌶）以上の集落営農組織（規約・経理の一元
　化等の一定要件を満たす組織）
※経営面積とは所有権や利用権を持つ農地基本台帳の現況地目が「田」
　「畑」の合計面積を言います。また、農作業受託のうち、基幹３作業
　を受託し、販売名義と販売収入の処分権を持つ場合の面積を加える
　ことができます。
支援の内容は？
　品目別の価格政策でなく、経営全体に着目した政策に一本化し、以
下の補てんを実施します。
１．生産条件不利補正対策（諸外国との生産条件の不利を補正）…麦・大豆
　①過去の生産実績（16 ～ 18 年産の平均）に基づく支払い
　②毎年の生産量・品質に基づく支払い
２．収入減少影響緩和対策（収入減少の影響を緩和）…米・麦・大豆
　米・麦・大豆の収入の合計が基準収入より減少した場合に９割まで
補てんされます（基準収入の 2.25％の拠出金が必要ですが、掛け捨て
ではありません）。
加入受付期間　平成 19 年４月１日～６月 30 日
※申請先は農政事務所（国）ですが、農協が事務手続きの支援を行い
　ますのでご相談ください。

品目横断的経営安定対策説明会開催！
　平成 19 年度から実施される品目横断的経営安定対策の概要並びに加
入要件等の説明会を下記のとおり各地域において開催しますので、ぜ
ひご参加ください。

　　直入地域　12 月 11 日㈪　13 時 30 分　直入中央公民館
　　荻地域　　12 月 12 日㈫　13 時 30 分　荻中央公民館
　　久住地域　12 月 14 日㈭　13 時 30 分　久住中央公民館
　　竹田地域　12 月 15 日㈮　13 時 30 分　大分みどり農協本店２階
　　予備日　　12 月 18 日㈪　18 時　　　　大分みどり農協本店２階

※地域ごとに日時を指定していますが、都合の良い会場でご参加ください。
●お問い合せ　大分みどり農協営農対策課　☎ 63‒1033
　竹田市役所農林畜産課　☎ 63‒4805
　各総合支所産業課　荻☎68‒2215　久住☎76‒1116　直入☎75‒2215
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